
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス

i
成
員
の
閉
鎖
性
を
め
ぐ
っ
て
一

篠

原

道

法

【
要
約
】
従
来
、
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
は
血
筋
に
よ
る
市
民
団
の
閉
鎖
性
を
特
徴
と
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
こ
の
見
解
に
疑
問
を
呈
し
、
そ
の
論
拠

と
な
る
ペ
リ
ク
レ
ス
の
市
民
権
法
で
も
用
い
ら
れ
、
血
筋
に
基
づ
く
血
縁
概
念
と
一
般
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の
網
羅
的
な
再
検
討
を
通

じ
て
、
ポ
リ
ス
・
ア
テ
ナ
イ
の
性
格
に
つ
い
て
再
考
し
た
。
そ
の
結
果
、
ノ
モ
ス
を
基
準
と
し
、
非
市
民
、
特
に
メ
ト
イ
コ
ス
を
も
冠
心
し
う
る
住
民
概

念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
度
々
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
認
識
は
、
日
常
で
の
住
民
聞
の
密
接
な
共
同
関
係
を
素
地
と
し
つ
つ
も
、
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
期
に
お
け
る
メ
ト
イ
コ
ス
の
役
割
や
、
戦
争
宋
期
（
前
件
世
紀
末
）
の
社
会
混
乱
に
起
因
す
る
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
る
価
値
観
の
転
換
に
よ

り
助
長
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
団
の
閉
鎖
性
が
ア
テ
ナ
イ
で
占
め
る
位
置
は
、
従
来
想
定
さ
れ
て
き
た
程
絶
対
的
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
前
五
世
紀
末
を
転
換
点
と
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
は
「
血
縁
共
同
体
」
か
ら
「
ノ
モ
ス
共
同
体
」
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
二
巻
五
号
　
二
〇
〇
九
年
九
薄

は
　
じ
　
め
　
に

　
伝
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
瞼
（
》
叫
一
〇
り
内
航
琳
詠
’
ぎ
ト
ト
⊃
①
．
仁
．
）
に
よ
れ
ば
、
前
四
五
一
／
○
年
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
提
案
で
、
「
ポ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

テ
ス
は
両
親
共
に
ア
ス
ト
ス
で
あ
る
者
に
限
る
」
と
す
る
市
民
権
法
が
成
立
す
る
。
ポ
リ
テ
ス
は
ポ
リ
ス
か
ら
派
生
し
た
名
詞
で
あ
り
、
「
政

治
的
権
利
を
有
す
る
者
」
を
指
す
。
～
方
で
、
ア
ス
ト
ス
は
ア
ス
テ
ユ
（
中
心
市
）
か
ら
派
生
し
た
名
詞
で
あ
り
、
「
血
筋
に
よ
り
ア
テ
ナ
イ
人
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②

で
あ
る
者
」
を
指
す
と
一
般
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
市
民
権
法
は
「
血
筋
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
排
他
的
な
集
団
」

と
し
て
ポ
リ
ス
市
民
団
を
位
置
付
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
市
民
権
法
に
窺
わ
れ
る
市
民
団
の
閉
鎖
性
は
、
ポ
リ
ス
一
般
に

共
通
す
る
性
格
で
あ
り
、
古
典
期
の
終
焉
（
前
三
三
八
年
）
に
至
る
ま
で
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
市
民
・
非
市
民
の
社
会
関
係
や
、
前
者
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
に
対
す
る
排
他
的
な
意
識
の
あ
り
様
を
規
定
し
て
い
た
と
す
る
の
が
～
般
的
理
解
と
な
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
市
畏
権
法
に
関
し
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』
（
〉
同
一
ω
け
．
ぎ
ト
一
b
Q
刈
G
◎
鋤
・
）
の
「
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
市
民
の
範
疇
か
ら
の
外

国
人
の
排
斥
が
最
適
」
と
す
る
主
張
に
お
い
て
、
さ
き
の
規
定
と
同
じ
文
言
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
法
の
解
釈
に
は
妥
当
性
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
だ
が
、
実
際
に
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
本
当
に
、
市
民
権
法
に
見
ら
れ
る
閉
鎖
性
が
そ
の
ま
ま
人
々
の
行
動
・
意
識
全
般
を
規

定
、
あ
る
い
は
象
徴
し
て
い
る
と
、
い
わ
ば
静
態
的
に
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
市
民
が
、
実
際
に
非
市
民
と
ど
の
よ
う
な
社
会
関
係
を
築

き
、
ま
た
ポ
リ
ス
や
そ
の
成
員
に
つ
い
て
い
か
な
る
思
考
を
有
し
て
い
た
の
か
は
、
制
度
と
別
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
関
連
し
て
、
近
年
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
の
市
民
権
研
究
で
、
そ
の
実
践
の
相
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
ア
テ
ナ
イ
、
延
い

て
は
ポ
リ
ス
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
社
会
的
実
践
の
あ
り
様
に
目
を
向
け
、
ま
た
実
践
を
通
じ
て
、
制
度
的
閉

鎖
性
と
は
異
な
る
、
新
し
い
認
識
が
創
造
さ
れ
る
可
能
性
も
含
め
た
動
態
的
な
捉
え
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
市
民
権
法
の
排
除
の
対
象
だ
っ
た
と
さ
れ
る
非
市
民
－
特
に
、
ア
テ
ナ
イ
に
居
住
す
る
外
国

　
　
　
　
　
　
⑥

人
“
メ
ト
イ
コ
ス
ー
と
市
民
の
関
係
の
実
態
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
閉
鎖
性
帥
ポ
リ
ス
・
ア
テ
ナ
イ
の
特
徴
と
捉
え
る
従
来
の
見
解
を
再
考

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
家
の
一
形
態
と
し
て
の
ポ
リ
ス
の
あ
り
様
に
つ
い
て
も
見
通
し
を
提
示
し
た
い
。

　
な
お
本
稿
で
は
、
本
文
中
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
表
記
は
原
則
単
数
形
と
す
る
が
、
史
料
の
引
用
の
場
合
、
性
・
数
は
原
文
の
通
り
に
記
す
。

①
　
ポ
リ
テ
ス
は
男
性
単
数
形
で
、
複
数
形
は
ポ
リ
タ
イ
。
女
性
単
数
形
は
ポ
リ
テ

　
ィ
ス
、
複
数
形
は
ポ
リ
テ
イ
デ
ス
で
あ
る
。
一
方
、
ア
ス
ト
ス
は
男
性
単
数
形
で
、

複
数
形
は
ア
ス
ト
イ
。
女
性
単
数
形
は
ア
ス
テ
、
複
数
形
は
ア
ス
タ
イ
で
あ
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
史
料
や
学
術
雑
誌
等
の
略
記
は
O
暮
ミ
G
演
§
ミ
黛
ミ
§
窺
㍉
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に
従
う
。

②
℃
こ
’
図
げ
。
畠
Φ
。
。
暫
出
O
§
ミ
§
§
）
・
§
§
郎
勢
ミ
ミ
亀
祐
沿
隷
§
ミ
§
ぎ
§
貴

　
O
×
h
o
「
負
一
Φ
り
ω
甲
ω
ω
マ
ω
ω
9
蒔
⑩
①
－
料
Φ
メ

③
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
山
正
人
・
本
村
凌
二
門
地
中
海
世
界
と
古
典
文
明
」
樺

　
山
紘
一
他
編
噸
地
中
海
世
界
と
古
典
文
明
（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
四
）
触
岩
波
書

　
店
、
一
九
九
八
年
、
一
八
頁
、
伊
藤
貞
夫
・
周
藤
芳
幸
「
古
典
古
代
史
を
学
ぶ
た

　
め
に
扁
伊
藤
貞
炎
編
著
噸
古
典
古
代
の
歴
史
㎞
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇

　
〇
年
、
四
〇
一
四
二
頁
を
参
照
。

④
①
区
’
｝
ピ
■
し
ヴ
。
Φ
α
q
象
。
匡
g
巳
》
層
O
・
の
＄
騨
。
（
＆
G
。
卜
y
拙
§
き
§
寒
、
ミ
爵

　
§
叙
9
混
ら
§
ミ
藝
し
d
興
ぎ
。
お
卯
嵩
山
い
。
巳
o
P
H
⑩
り
餅

⑤
例
え
ば
、
註
④
の
諸
研
究
で
も
、
市
民
権
の
実
践
の
相
と
非
市
民
と
の
能
動
的

　
関
係
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

⑥
語
義
的
に
は
餌
壷
者
だ
が
、
一
般
に
居
留
外
国
人
と
訳
さ
れ
る
。
メ
ト
イ
コ
ス

　
は
単
数
形
（
男
女
同
形
）
で
、
複
数
形
は
メ
ト
イ
コ
イ
。
そ
の
身
分
に
関
し
て
簡

　
単
に
い
え
ば
、
ア
テ
ナ
イ
に
一
定
期
問
滞
在
し
、
市
民
を
プ
ロ
ス
タ
テ
ス
（
保
護

　
者
）
と
し
て
デ
モ
ス
（
区
）
へ
の
登
録
を
行
い
、
人
頭
税
メ
ト
イ
キ
オ
ン
の
支

　
払
・
従
軍
・
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア
（
公
共
奉
仕
）
等
を
課
せ
ら
れ
た
外
国
人
と
な
る
。

古典期アテナイにおける住昆概念としてのアストス（篠原）

第
一
章
　
手
掛
か
り
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
ー
そ
の
研
究
史
の
整
理
一

　
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
市
民
権
法
の
規
定
に
登
場
す
る
概
念
、
ア
ス
ト
ス
で
あ
る
。
一
般
に
、
ポ
リ
ス
の
性
格
睡

閉
鎖
性
と
す
る
立
場
か
ら
、
ア
ス
ト
ス
聾
耳
垂
の
紐
帯
を
強
調
す
る
閉
鎖
的
概
念
－
本
稿
で
は
こ
れ
を
血
縁
概
念
と
定
義
す
る
　
　
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
来
そ
れ
が
「
中
心
市
住
民
」
を
意
味
す
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ア
ス
ト
ス
は
広
範
囲
の
住
民
を
包
含
す
る
概
念

　
　
本
稿
で
は
こ
れ
を
住
民
概
念
と
定
義
す
る
…
で
あ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
こ
の
事
実
が
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ポ
リ
ス
の
性
格
難

閉
鎖
性
と
い
う
単
純
な
図
式
は
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
章
で
は
、
ア
ス
ト
ス
概
念
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
解
釈
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の

問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
研
究
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
い
。

　
事
実
、
研
究
史
を
紐
解
く
な
ら
ば
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
の
地
位
と
の
関
連
で
ア
ス
ト
ス
は
住
民
概
念
と
し
て
し
ば
し
ば

解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
ヴ
ィ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
あ
る
。
彼
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
に
関
す
る
記
念
碑
的
論
文
で
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ

ィ
デ
ス
『
歴
史
』
四
巻
九
〇
章
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
期
の
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
遠
征
に
動
員
さ
れ
た
人
員
を
ポ
リ
タ
イ
・
メ
ト
イ
コ
イ
・
滞
在
中

　
　
　
　
①

の
ク
セ
ノ
イ
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
同
九
四
章
は
ア
ス
ト
イ
・
滞
在
中
の
ク
セ
ノ
イ
と
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。
こ
の
二
つ
の
記
述
の
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問
に
見
ら
れ
る
差
異
を
一
つ
の
大
き
な
根
拠
に
、
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ク
セ
ノ
ス
（
よ
そ
者
）
な
の
で
は
な
く
、
ポ
リ
テ

ス
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
の
、
共
に
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
る
ア
ス
ト
ス
（
内
輪
の
者
）
と
認
知
さ
れ
、
一
般
の
外
人
と
異
な
る
、
一
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
誉
を
有
す
る
身
分
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
こ
の
見
解
は
、
市
民
／
非
市
民
と
い
う
制
度
的
区
別
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
明
確
な
批
判
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
で
あ
る
。
彼
は
、
史
料
の
詳
細
な
分
析
に
よ
り
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
法
的
権
利
の
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ク
セ
ノ
ス
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
ま
た
「
そ
う
な
る
の
は
避
け
る
べ
き
」
と
い
う
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
で
は
ア
ス
ト
ス
／
ク
セ
ノ
ス
は
市
民
／
外
国
人
を
表
す
修
辞
的
対
句
に
過
ぎ
ず
、
ト
ゥ
キ
ュ

デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
四
巻
九
四
章
の
記
述
に
登
場
す
る
ア
ス
ト
イ
に
メ
ト
イ
コ
イ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス

4　（800）

『
ネ
ア
イ
ラ
弾
劾
』
の
「
祖
先
達
は
彼
女
（
メ
ト
イ
コ
ス
の
ネ
ア
イ
ラ
）
を
ア
ス
テ
と
し
て
残
し
て
い
な
い
し
、
市
罠
団
は
ポ
リ
テ
ィ
ス
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
な
い
」
（
召
§
．
葛
刈
．
δ
ご
と
い
う
用
例
を
大
き
な
根
拠
に
、
ア
ス
ト
ス
を
血
縁
概
念
と
し
て
解
釈
し
た
。
彼
の
理
解
に
従
え
ば
、
ポ
リ
テ

ス
と
ア
ス
ト
ス
は
ど
ち
ら
も
市
民
を
示
し
、
双
方
か
ら
メ
ト
イ
コ
ス
は
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
、
市
民
団
の
閉
鎖
性
を
ア
テ
ナ
イ
の
基
本
性
格
と
す
る
理
解
が
一
般
性
を
獲
得
す
る
中
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
達
の
主
張
が
学
界
の
主

　
　
　
　
　
　
⑤

流
を
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
法
制
度
の
解
釈
に
偏
っ
て
お
り
、
社
会
の
実
態
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
近
年
、
コ
ー
エ
ン
に
よ
り
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
を
含
む
非
市
民
が
軍
事
・
経
済
・
文
化

等
、
様
々
な
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
点
を
重
視
し
て
、
ヴ
イ
ラ
モ
ヴ
イ
ッ
ツ
の
研
究
を
再
評
価
し
、
ア
ス
ト
ス
を
次
の
よ
う
に
解

釈
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
『
ア
カ
ル
ナ
イ
の
人
々
』
の
「
メ
ト
イ
コ
イ
は
ア
ス
ト
イ
の
麸
だ
」
と
す
る
台
詞
　
　
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
検
討
…
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ア
ス
ト
ス
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ト
ス
と
い
う
の
は
、
生
粋
の
ア
テ
ナ
イ
人
た
る
こ
と
で
は
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
へ
の
居
住
に
基
準
を
置
く
住
民
概
念
だ
っ
た
。
彼
は
、
以
上
の
仮

説
を
踏
ま
え
て
市
民
権
法
を
再
解
釈
し
、
市
民
権
法
の
規
定
の
中
に
メ
ト
イ
コ
ス
等
、
非
市
民
が
市
民
権
を
獲
得
で
き
る
　
　
ポ
リ
テ
ス
に
な
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⑦

れ
る
一
…
可
能
性
を
見
出
し
て
、
従
来
の
想
定
よ
り
も
他
者
に
開
か
れ
た
社
会
と
し
て
ア
テ
ナ
イ
を
捉
え
直
そ
う
と
し
た
。

　
社
会
の
実
態
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
ア
ス
ト
ス
を
住
民
概
念
と
見
な
す
彼
の
見
解
は
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
社
会
実
態
を
重
視
す
る

立
場
に
つ
い
て
は
～
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の
の
、
ア
ス
ト
ス
ー
1
住
民
概
念
と
す
る
解
釈
に
は
研
究
者
達
の
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
例

え
ば
オ
ズ
ボ
ー
ン
は
、
書
評
に
お
い
て
、
ア
ス
ト
ス
が
市
民
の
性
質
を
示
す
概
念
と
し
て
形
容
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
を
根
拠
に
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ス
ト
ス
は
ポ
リ
ス
成
員
の
本
質
（
時
同
じ
血
筋
た
る
こ
と
）
を
表
す
血
縁
概
念
で
あ
る
と
論
じ
、
コ
ー
エ
ン
の
解
釈
を
一
蹴
す
る
。

　
批
判
者
達
が
コ
ー
エ
ン
の
解
釈
に
反
駁
す
る
背
景
に
は
、
彼
が
ア
ス
ト
ス
の
解
釈
に
拠
っ
て
市
民
権
法
を
開
放
性
の
象
徴
と
位
置
付
け
た
こ

と
に
あ
る
。
確
か
に
、
彼
ら
が
考
え
る
よ
う
に
、
コ
ー
エ
ン
の
市
罠
権
法
に
対
す
る
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
ず
、
市
民
権
法
が
成
立
し
た

当
時
、
対
ペ
ル
シ
ア
を
掲
げ
て
形
成
さ
れ
た
デ
ロ
ス
同
盟
は
、
盟
主
ア
テ
ナ
イ
の
加
盟
国
へ
の
支
配
強
化
に
よ
り
、
一
般
に
「
ア
テ
ナ
イ
帝

国
」
と
呼
ば
れ
る
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
結
果
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
は
他
国
民
と
区
別
さ
れ
る
特
権
的
な
存
在
と
し
て
自
覚
す
る
よ
う

に
な
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の
過
程
で
そ
の
法
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
法
廷
弁
論
等
か
ら
、
擬
似
血
縁
集
団
た
る
ゲ
ノ
ス
や
フ
ラ
ト

リ
ア
成
員
へ
の
子
供
の
紹
介
等
に
よ
り
共
同
体
全
体
で
市
民
を
承
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
点
を
踏
ま
え
れ

ば
、
少
な
く
と
も
市
民
権
法
は
血
筋
に
よ
る
対
象
の
制
限
を
意
図
し
て
お
り
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ア
ス
ト
ス
ほ
血
縁
概
念
と
す
る
従
来

の
解
釈
に
疑
い
の
余
地
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
ま
で
通
り
、
ア
ス
ト
ス
爬
血
縁
概
念
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
解
釈
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い

点
が
あ
る
。
ま
ず
、
市
民
権
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ス
の
用
法
1
1
日
常
の
場
で
の
～
般
的
用
法
と
い
う
単
純
な
把
握
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
が
論
じ
る
よ
う
に
、
ア
ス
ト
ス
と
ク
セ
ノ
ス
が
対
句
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
は
古
典
期
の
史
料
に
散
見

　
　
　
⑨

さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
前
五
世
紀
中
葉
ま
で
に
、
ア
テ
ナ
イ
で
ク
セ
ノ
ス
と
異
な
る
存
在
と
し
て
メ
ト
イ
コ
ス
が
一
般
に
認
知
さ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
こ
の
点
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ア
ス
ト
ス
と
対
極
に
位
置
し
、
ク
セ
ノ
ス
の
内
に
包

含
さ
れ
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
画
一
的
に
解
す
る
の
は
明
ら
か
に
早
計
で
あ
る
。
コ
ー
エ
ン
達
が
注
目
す
る
よ
う
に
、
メ
ト
イ
コ
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ス
ー
ー
ア
ス
ト
ス
と
す
る
住
民
概
念
の
可
能
性
を
秘
め
た
事
例
が
噸
ア
カ
ル
ナ
イ
の
人
々
』
に
見
ら
れ
る
点
に
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
桜
井
の
議
論
が
示
唆
的
で
あ
る
。
彼
女
は
、
制
度
上
政
治
的
権
利
を
保
持
し
な
い
一
方
で
、
市
民
と
日
常
生
活
を
共
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
い
る
以
上
、
あ
る
程
度
メ
ト
イ
コ
ス
が
公
的
領
域
に
も
関
与
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
と
別
の
次
元
で
の
関
係
性

を
踏
ま
え
た
認
識
の
存
在
、
つ
ま
り
多
様
な
認
識
の
可
能
性
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
は
、
コ
ー
エ
ン
の
研
究
を
含
め
、
市

民
権
法
の
呪
縛
を
免
れ
え
ず
、
そ
の
結
果
、
ア
ス
ト
ス
を
画
一
的
に
捉
え
て
し
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
ス
ト
ス
の
用
例
分
析
に
際

し
て
は
、
従
来
の
研
究
者
達
の
こ
う
し
た
態
度
と
は
～
線
を
画
し
、
市
民
と
メ
ト
イ
コ
ス
の
社
会
関
係
の
実
態
を
考
慮
す
る
と
同
時
に
、
ア
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
の
文
脈
自
体
に
目
を
向
け
て
、
対
象
範
囲
・
基
準
を
個
別
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
多
様
性
の
問
題
と
は
別
に
、
も
う
～
つ
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
時
間
的
な
変
化
で
あ
る
。
仮
に
～
時
期
、

市
民
権
法
と
同
じ
ア
ス
ト
ス
の
用
法
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
古
典
期
を
通
じ
て
市
民
権
法
的
な
認
識
が
一
般
的
で
あ

っ
た
と
解
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
市
民
権
法
は
ア
テ
ナ
イ
帝
国
を
背
景
に
し
て
前
四
五
一
／
○
年
に
成
立
し
た
。

確
か
に
、
こ
の
時
期
に
笹
縁
概
念
と
し
て
の
用
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
だ
が
、
前
四
三
一
年
に
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争

の
勃
発
を
契
機
と
し
て
動
乱
の
時
代
が
到
来
し
、
最
終
的
に
、
ア
テ
ナ
イ
が
ス
パ
ル
タ
に
敗
北
す
る
こ
と
で
、
そ
の
帝
国
自
体
が
前
四
〇
四
年

に
崩
壊
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
人
々
の
意
識
に
転
換
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
も
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
以
上
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
ア
ス
ト
ス
の
用
例
分
析
に
際
し
て
多
様
性
と
時
間
的
な
変
化
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
以
下
で
は
、
ま
ず
第
二
・
三
章
に
お
い
て
、
文
脈
の
明
確
な
文
献
史
料
の
用
例
の
網
羅
的
な
分
析
を
基
礎
に
、
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お

い
て
、
ア
ス
ト
ス
が
ど
の
よ
う
な
対
象
範
囲
・
基
準
を
持
つ
概
念
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
分
析
の
対
象
時
期
は
、
人
々
の
認
識
に
転
換

が
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
ア
テ
ナ
イ
帝
国
の
崩
壊
直
後
の
前
四
世
紀
初
頭
ま
で
に
絞
り
、
そ
の
結
果
は
、
本
文
中
（
一
〇
頁
）
に
一
覧
表
と
し

て
提
示
す
る
。
表
で
は
、
①
血
縁
概
念
と
し
て
非
市
民
を
排
除
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
住
民
概
念
と
し
て
彼
ら
を
包
含
す
る
の
か
②
上
記
二

種
類
の
用
法
が
、
各
々
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
登
場
し
、
ま
た
何
を
基
準
と
し
て
い
る
の
か
、
以
上
の
二
段
階
に
分
け
て
、
作
家
毎
（
時
代
順
）
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の
傾
向
を
明
確
に
す
る
。
な
お
碑
文
に
つ
い
て
は
、
語
義
分
析
に
際
し
、
そ
の
性
格
（
事
務
的
で
簡
潔
な
内
容
と
、
推
定
に
基
づ
く
欠
損
部
分
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

元
）
か
ら
、
文
献
史
料
以
上
に
困
難
を
伴
う
の
で
、
本
稿
で
は
、
解
釈
に
あ
る
程
度
妥
当
性
を
担
保
で
き
る
用
例
に
の
み
言
及
す
る
。
次
に
第

四
章
に
お
い
て
、
上
記
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
ア
ス
ト
ス
の
用
法
の
傾
向
が
、
い
か
な
る
社
会
・
時
代
背
景
を
反
映
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
。
以
上
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
従
来
そ
の
閉
鎖
性
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ポ
リ
ス
・
ア
テ
ナ
イ
の
性
格
に
つ
い
て
再

考
し
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
、
更
に
は
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
新
た
な
像
の
提
示
を
試
み
た
い
。

①
　
外
国
人
一
般
を
意
味
す
る
。
ク
セ
ノ
イ
は
男
性
複
数
形
で
、
単
数
形
は
ク
セ
ノ

　
ス
。
女
性
単
数
形
は
ク
セ
ネ
、
複
数
形
は
ク
セ
ナ
イ
。

②
¢
．
＜
。
⇒
■
巨
峯
暮
鼠
叶
N
－
と
露
一
Φ
巳
○
鋒
U
聲
。
葬
p
餌
曾
p
膏
自
ω
訂
。

　
ζ
①
ε
Φ
岸
Φ
卸
津
、
ミ
題
N
卜
⊃
甲
一
〇
〇
Q
Q
N
N
卜
⊃
命
邸
卜
。
し
日
甲
卜
⊃
O
O
■
o
h
．
顕
ω
o
ぴ
曾
冨
戸
U
Φ

　
ヨ
韓
。
Φ
9
6
。
身
離
。
グ
起
§
恥
、
い
ミ
ミ
§
N
一
〇
Q
Q
Q
ρ
一
重
－
b
っ
昏
⊃
黛
竃
．
Ω
Φ
H
P
卜
題

　
ミ
§
§
鋒
寒
ミ
§
勲
一
。
。
O
ω
ト
竃
．

③
U
’
≦
気
審
ぎ
墨
§
阿
寒
ミ
曼
勲
S
Q
出
自
§
§
§
§
9
舅
び
巳
σ
q
ρ
お
刈
N

④
ミ
罫
8
よ
ピ
。
h
．
乾
け
§
。
。
。
戸
さ
帖
郎
ミ
§
、
望
Φ
9
竃
『
≧
竃
巳
き
ρ

　
国
Φ
財
。
ω
一
ρ
6
c
。
9
臨
よ
ご
ζ
「
瞬
’
国
雪
ω
Φ
P
り
㎝
↓
国
国
し
Q
国
G
Q
p
げ
8
［
？
Φ
興

　
℃
o
野
冨
静
①
≧
o
冨
8
餌
滋
Ω
国
ω
甑
。
巴
℃
Φ
臨
。
餌
。
。
一
〉
郎
巷
。
「
齢
8
浄
①
幻
①
・

　
。
・
巳
房
○
び
§
屋
山
9
昏
①
O
名
Φ
p
冨
σ
q
r
。
”
℃
o
野
○
Φ
緊
お
『
野
①
℃
2
一
〇
匹

　
一
①
㊤
Q
。
山
O
O
ρ
黒
き
識
織
0
甲
ρ
卜
o
O
O
ω
b
①
c
。
心
①
O
’
な
お
、
類
例
は
［
∪
①
ヨ
］
α
メ
○
。
ρ

　
仁
G
Q
．
に
も
見
ら
れ
る
。

⑤
Φ
×
’
U
■
ζ
．
窯
鋤
o
O
。
壽
拝
§
Q
卜
§
尋
N
Ω
譲
§
竃
§
鳶
い
。
・
鳥
早
し
ミ
。
。
一

　
ω
．
6
0
山
負
§
鳴
象
魯
馬
ミ
郎
罫
§
貯
、
ト
い
幽
翼
○
改
o
a
甲
一
り
り
Q
。
’

⑥
国
．
四
〇
。
冨
p
§
鴨
爵
隷
§
§
胸
さ
翫
§
陸
℃
旨
。
Φ
8
戸
卜
。
O
O
ρ
甲
一
ρ
畠
心
。
。
一

　
↓
冨
〉
。
。
偉
9
0
｛
〉
鴬
貰
訂
　
翼
蝉
叶
δ
⇒
讐
蔓
節
巳
Ω
壽
Φ
屋
プ
な
鯨
〉
普
2
ρ
冒
一

　
砂
ミ
讐
亀
§
竈
霧
、
ぎ
尋
，
禽
衛
酸
ミ
，
堕
爵
S
傍
浮
§
§
蹴
添
ミ
§
馬
恥
駐
》
§
沁
ミ
ミ
蔭
－

　
ら
ミ
ら
ミ
黄
　
ρ
　
6
臣
H
　
に
巳
　
9
　
＜
⑪
評
‘
・
胃
ε
o
巴
。
ω
－
囚
母
蹄
。
ω
訂
6
・
　
（
凝
．
γ

　
ω
o
寓
窪
レ
8
メ
留
め
墜
。
｛
’
旨
竃
’
頃
巴
戸
津
亀
§
ミ
電
、
し
難
恥
§
鴨
§
き
ぎ
ミ
ミ
§
蹴

　
O
ミ
ミ
糞
○
訂
〇
四
σ
q
P
卜
σ
0
8
b
8
．

⑦
O
。
冨
旦
8
0
0
γ
号
ミ
る
G
。
－
刈
。
。
．

⑧
即
○
ω
げ
。
ヨ
ρ
じ
σ
。
畠
菊
⑦
＜
冨
毒
”
国
■
国
．
0
。
冨
p
§
二
郎
罫
§
§
ド
さ
織
§
M

　
Q
翠
き
り
刈
聖
一
曽
8
8
’
④
伊
。
｛
．
Ω
勺
餌
雰
9
ω
0
7
≧
ぽ
讐
磐
Ω
欝
雪
玲
坤
唱
U
卿
メ

　
冒
一
家
鴨
G
§
§
曲
會
Ω
§
督
§
賊
§
な
臥
ミ
馬
§
馬
Q
越
二
巴
卜
鳥
鐸
鼠
’
0
9
σ
q
費
ぎ
簿
巳

　
U
「
O
o
冨
p
（
＆
。
。
．
γ
O
p
ヨ
げ
ユ
儀
α
q
ρ
卜
⊃
O
O
9
ま
P
5
．
㎝
こ
．
O
げ
①
び
O
慈
ω
帥
空
α
q
露
ω
”

　
勺
鴛
瓜
。
帯
緯
。
蔓
O
ぼ
N
①
p
ω
7
首
碧
噺
客
㊦
α
q
簿
ぞ
Φ
ご
げ
Φ
牌
一
Φ
ω
」
『
郎
ミ
§
凡
§
卜
§
・

　
ミ
質
野
田
亀
偽
§
導
馬
ぎ
N
ミ
ら
恥
駄
O
o
帖
轟
§
ξ
＄
ミ
ゼ
℃
「
ぎ
。
①
酔
§
b
O
8
導
＝
N

　
F
蒔
ρ

⑨
例
え
ば
、
門
男
女
間
わ
ず
、
ま
た
ア
ス
ト
イ
、
ク
セ
ノ
イ
を
問
わ
ず
、
彼
に
つ

　
い
て
質
問
し
た
扁
（
×
Φ
戸
○
象
㎝
■
戯
■
）
と
い
う
対
句
表
現
。

⑩
犠
牲
式
の
肉
の
分
配
を
決
議
し
た
前
四
六
〇
年
頃
の
ス
カ
ポ
ン
ダ
イ
・
デ
モ
ス

　
の
碑
文
（
δ
H
8
愈
．
）
に
、
ク
セ
ノ
ス
で
は
な
く
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
い
う
表
現

　
が
初
め
て
登
場
す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
前
四
六
〇
年
頃
ま
で
に
両
者
が
別
の
存

　
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
区
別
は
、

　
＞
h
肉
騨
も
つ
リ
ゴ
》
膏
僧
．
ざ
ト
一
〇
〇
卜
σ
①
げ
等
に
も
確
認
さ
れ
る
。

⑪
桜
井
万
笠
子
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
貫
入
た
ち
ー
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
市
罠
と
非

　
市
民
輪
　
［
九
九
七
年
、
山
川
出
版
社
、
二
四
八
～
二
五
五
頁
。

⑫
ア
ス
ト
ス
の
含
意
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
血
縁
概
念
と
し
て

　
ア
ス
ト
ス
を
捉
え
よ
う
と
す
る
従
来
の
見
解
は
、
市
民
権
法
の
解
釈
を
普
遍
化
さ
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せ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
オ
ズ
ボ
ー
ン
が
論
じ
る
よ
う
に
、
ア
ス
ト
ス
が
単
な
る

　
住
民
で
は
な
く
、
成
員
の
本
質
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ポ
リ
ス
成
員

　
の
本
質
は
、
画
一
的
に
血
筋
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ポ
リ
ス
・
ア
テ
ナ

　
イ
の
住
民
達
に
よ
り
、
実
際
の
状
況
に
応
じ
て
多
様
に
解
釈
さ
れ
た
可
能
性
も
見

　
る
べ
き
で
あ
る
。

⑬
本
稿
の
対
象
時
期
に
確
認
さ
れ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
九
つ
の
内
、
～
例
（
窃

　
嗣
ω
一
一
⑩
駆
窪
ω
一
出
身
情
報
を
含
ま
な
い
墓
碑
）
は
、
内
容
が
簡
潔
過
ぎ
る
た
め
対

象
範
囲
・
基
準
を
判
断
で
き
ず
、
四
例
（
δ
同
ω
一
〇
G
。
卜
⊃
．
＜
ト
㎝
ρ
＜
目
｛
．
Q
。
O
黛

鶴
Q
一
〇
．
爵
ド
。
o
一
一
．
①
こ
も
。
一
．
卜
。
・
貯
。
Φ
〉
．
範
ω
’
）
は
、
欠
損
都
分
の
補
読
と
し
て
ア

ス
ト
ス
の
語
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
厳
密
な
分
析
の
対
象
と
し
て
は
椙
応
し
く
な

い
。
そ
の
結
果
、
解
釈
に
あ
る
程
度
妥
当
性
を
担
保
で
き
る
の
は
残
り
の
四
例

（
嗣
評
。
。
．
ω
ご
H
ω
。
。
・
。
。
二
8
卜
。
．
同
く
鄭
ρ
＜
H
．
男
≒
笛
．
）
と
な
る
（
第
二
章
註
①

も
参
照
）
。
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第
二
章
　
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス

　
本
章
で
は
、
ア
ス
ト
ス
が
市
民
団
の
範
囲
を
超
え
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

　
具
体
例
に
当
た
る
な
ら
ば
、
確
か
に
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
達
が
考
え
る
よ
う
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
等
、
非
市
民
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き

る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
典
型
が
、
前
四
一
二
年
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
関
連
の
国
葬
に
際
し
て
ペ
リ
ク
レ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

と
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
伝
え
る
演
説
で
あ
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
国
葬
に
集
ま
っ
た
ア
テ
ナ
イ
住
民
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
る
。

　
　
ま
ず
は
祖
先
達
の
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
場
で
追
憶
の
名
誉
を
与
え
る
こ
と
が
彼
ら
に
は
正
当
で
、
ま
た
相
応
し
い
か
ら
だ
。
副

　
土
（
ア
ッ
テ
ィ
カ
）
に
は
子
孫
達
の
継
承
に
よ
り
同
じ
人
々
が
柱
み
続
け
て
お
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
勇
敢
さ
に
よ
っ
て
国
土
を
自
由
な
も
の
と
し
て
伝
え

　
　
て
い
る
。
〈
中
略
〉
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
こ
と
（
ア
テ
ナ
イ
繁
栄
の
歴
史
と
理
由
）
が
語
ら
れ
る
の
は
不
適
切
で
は
な
い
し
、
参
列
し
て
い
る
ア
ス
ト
イ
と
ク

　
セ
ノ
イ
全
体
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
↓
げ
β
o
．
卜
⊃
．
ω
①
．
）

　
少
な
く
と
も
、
こ
の
演
説
の
内
容
に
は
、
国
葬
と
い
う
公
の
場
に
お
け
る
一
ア
テ
ナ
イ
人
の
自
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
さ
て
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
演
説
の
冒
頭
で
遥
か
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
血
筋
を
同
じ
く
す
る
直
達
が
住
み
続
け
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
後
に
、
ア
テ
ナ
イ
住
民
達
を
ア
ス
ト
イ
と
ク
セ
ノ
イ
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ス
ト
ス
ー
1
子
々
孫
々
ア
ッ
テ
ィ
カ



古典期アテナイにおける住戸概念としてのアストス（篠原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
住
ま
う
ア
テ
ナ
イ
人
、
ク
セ
ノ
ス
ー
1
そ
れ
以
外
の
外
国
人
と
い
う
認
識
上
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ア
ス
ト
ス
ー
1
血
縁
概
念
と
す
る
用
法
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
住
民
達
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た
。
一
例
と
し
て
エ
ウ
リ
ピ
デ

ス
『
イ
オ
ン
』
（
前
四
一
三
～
四
〇
八
年
の
間
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
周
知
の
と
お
り
、
新
要
素
の
導
入
や
合
理
主
義
的
な
志
向
等
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
は
既
存
の
作
品
に
囚
わ
れ
な
い
独
特
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
ア
テ
ナ
イ
関
連
の
神
話
を
扱
う
こ
の
劇
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
演
説
に
類
す
る
愛
国
的
感
情
が
読
み
取
れ
る
。
さ
て
こ
の
作
品
で
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
を
訪
れ
た
ク
レ
ウ
サ
は
、
夫
（
ア
カ

イ
ア
人
ク
ス
ト
ス
）
の
素
性
に
関
す
る
イ
オ
ン
の
質
問
に
答
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ア
ス
ト
ス
で
は
な
く
別
の
土
地
か
ら
の
移
住
者
で
す
。
（
国
舞
奪
茜
り
O
．
）

　
続
け
て
イ
オ
ン
が
「
ク
セ
ノ
ス
な
の
に
、
何
故
、
そ
の
地
の
女
性
た
る
あ
な
た
を
認
っ
た
の
か
」
（
建
罫
卜
。
り
ω
．
）
と
尋
ね
て
い
る
点
や
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
ナ
イ
人
達
が
ア
ウ
ト
ク
ト
ネ
ス
（
土
着
民
）
た
る
こ
と
を
強
調
す
る
劇
の
傾
向
を
踏
ま
え
れ
ば
、
血
筋
を
同
じ
く
す
る
者
の
意
で
ア
ス
ト
ス

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
市
民
権
法
と
同
じ
撫
縁
概
念
と
し
て
の
用
法
は
そ
の
他
に
も
確
認
さ
れ
る
。
一
覧
表
（
幽
思
）
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
用
法
は
前
四
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
確
認
さ
れ
、
特
に
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
に
よ
り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
そ
の
一
方
で
、
ヴ
イ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
達
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
市
民
に
限
ら
ず
メ
ト
イ
コ
ス
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
住
民
概
念
と
し

て
の
可
能
性
が
あ
る
用
法
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず
は
、
第
～
章
で
触
れ
た
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
『
ア
カ
ル
ナ
イ
の
人
々
』
（
前
四
二
五
年
）
の
記

述
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
以
前
に
ク
レ
オ
ン
が
「
ク
セ
ノ
イ
の
前
で
ポ
リ
ス
に
毒
を
吐
い
た
」
と
し
て
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
を
告
訴
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
カ
イ
オ
ポ
リ
ス
は
、
今
回
は
そ
う
し
た
事
態
に
は
な
ら
な
い
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
本
日
、
レ
ナ
イ
オ
ン
の
競
技
会
に
い
る
の
は
我
々
自
身
で
あ
っ
て
、
ク
セ
ノ
イ
は
ま
だ
姿
を
現
し
て
い
な
い
。
〈
中
略
〉
今
や
我
々
自
身
は

　
脱
穀
さ
れ
て
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
メ
ト
イ
コ
イ
は
ア
ス
ト
イ
の
麸
な
の
だ
。
（
》
H
．
郎
ミ
α
O
今
㎝
O
c
。
．
）

　
こ
こ
で
は
、
レ
ナ
イ
ア
祭
に
参
加
で
き
な
い
ク
セ
ノ
ス
と
異
な
り
、
祭
祀
に
参
加
可
能
な
メ
ト
イ
コ
ス
は
少
な
く
と
も
「
ア
ス
ト
ス
の
端
く

れ
」
と
見
な
せ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
広
範
囲
の
ア
テ
ナ
イ
住
民
を
想
定
し
た
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
用
い
ら
れ
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一覧表：アストス概念とその基準（前五世紀～前四世紀初頭）

血縁概念 住民概念
作家名

生没年

i紀元前） 血筋　政治ノモス ノモス居住

14例 5例
アイスキュロス

525／4年～

@　　456／5年 6例　8例　一 一　　5例

2例 16例

ソフォクレス
496／5年～

@　　　406年 2例　一　　一 8こ組8例

！6例 33例
ヘロドトス

480年代～

@　　420年代 9例　7例　一 ！2例　2ユ例

6例 14例
エウリピデス

480年代～

@　　　406年 2例　4例　一 7例　7例

3例 5例
トゥキュディデス

篠60年代前半一

@　396年以前 2例　一　　1例 2例　3例

2例 1例
リュシアス

459／8年一

@　　380年頃 1例　一　　1例 1例　一

2例 6例
アリストファネス

450年代～

@　386年以前 2例　一　　一 3例　3例

1例 一
アンドキデス

440年頃～

@　　390年頃 1例　一　　一

1例 一
老寡頭主義者

420年代の作品
P点のみ残存 一　　一　　1例

※基準「政治」の場合、アストスの対象は政治的権利を行使する者

て
い
る
こ
と
は
明
自
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
観
客
に
対
す
る
語
り
の
一
部
で
、
作

者
の
個
人
的
事
情
に
言
及
し
て
い
る
点
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
カ
イ
オ
ポ
リ
ス
の
こ
の
台

詞
に
は
、
作
者
の
意
識
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
さ
て
当
の
作
者
は
、
こ
こ
で
は

ク
セ
ノ
ス
の
不
在
を
前
提
と
す
る
た
め
、
制
度

上
一
応
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
メ
ト
イ
コ
ス
を
、

常
用
に
反
し
、
便
宜
的
に
ア
ス
ト
ス
の
側
に
組

み
入
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ
が
、

彼
の
全
作
品
中
、
こ
の
作
品
を
初
出
と
し
、
八

例
あ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の
内
、
六
例
が
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

概
念
と
し
て
の
用
法
と
見
ら
れ
る
（
｝
覧
表
）
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
上
述
の
台
詞
の
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認
識
を
そ
の
場
限
り
の
も
の
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。

　
一
方
で
、
彼
の
作
品
の
メ
ト
イ
コ
ス
像
が
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
劇
の
筋
如
何
を
問
わ
ず
、
住
民
概
念
と
し
て
の
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

法
の
頻
度
は
彼
の
特
殊
な
思
想
に
因
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
他
の
作
家
の
用
法
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
作

品
の
よ
う
に
「
メ
ト
イ
コ
ス
」
と
い
う
語
と
ア
ス
ト
ス
を
直
接
関
連
付
け
て
い
る
用
例
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
文
意
や
文
脈
か
ら
メ
ド
イ
コ

ス
や
そ
れ
を
含
む
広
範
囲
の
住
民
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
判
断
可
能
な
ア
ス
ト
ス
の
用
例
を
多
数
確
認
で
き
る
。
以
下
で
は
、
そ
う
し
た
四



つ
の
事
例
に
検
討
を
加
え
た
い
。

古典期アテナイにおける住民概念としてのアストス（篠原）

　
［
．
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
騙
（
前
四
二
〇
年
頃
）

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
テ
バ
イ
に
お
け
る
疫
病
流
行
が
、
自
分
の
定
住
前
に
起
こ
っ
た
事
件
（
前
王
殺
し
）
の
薇
れ
の
未
浄
化
に
起
因
す
る
と

い
う
神
託
を
受
け
た
。
そ
の
下
手
人
を
罰
す
る
べ
く
、
手
掛
り
を
持
つ
者
は
申
し
出
る
よ
う
布
告
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
私
は
〔
前
王
が
殺
さ
れ
た
〕
後
に
ア
ス
ト
ス
と
し
て
ア
ス
ト
イ
〔
の
列
〕
に
連
な
っ
た
〔
故
に
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
〕
の
で
、
あ
な

　
た
方
カ
ド
モ
ス
の
民
全
て
に
布
告
を
す
る
。
（
ω
o
喜
．
O
『
邸
卜
。
卜
⊃
山
卜
。
ω
．
）

　
こ
の
台
詞
か
ら
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
で
育
っ
た
彼
が
、
テ
バ
イ
へ
の
移
住
者
と
し
て
の
立
場
を
取
り
つ
つ
も
、
ア
ス
ト
ス
と
自
己
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
他
方
で
彼
は
、
血
筋
の
点
で
自
分
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
テ
バ
イ
の
長
老
達
を
捉
え
、
彼
ら
を
「
カ
ド
モ
ス
の
民
」
と

呼
ん
で
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
作
品
全
体
を
通
じ
て
、
彼
は
、
自
分
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
場
合
に
は
ア
ス
ト
ス
を
用
い
る
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

生
粋
の
成
員
た
る
カ
ド
モ
ス
の
民
を
指
す
場
合
に
は
ポ
リ
テ
ス
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
で
は
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス

の
メ
ト
イ
コ
ス
と
し
て
の
自
己
認
識
は
確
認
で
き
な
い
ま
で
も
、
こ
の
ア
ス
ト
ス
が
移
住
者
を
含
む
広
範
囲
の
テ
バ
イ
住
民
を
対
象
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
ポ
リ
テ
ス
に
こ
そ
血
筋
を
同
じ
く
す
る
者
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
し
う
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
陸
テ
バ
イ
人
と
い
う
出
生
の
秘
密
が
後
に
明
ら
か
に
な
る
伏
線
と
し
て
ア
ス
ト
ス
は
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
登
場
す
る
ア
ス
ト
ス
を
あ
く
ま
で
血
縁
概
念
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
劇
全
体
の
仕
掛

け
と
し
て
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
言
葉
を
理
解
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
が
何
を
前
提
に
話
し
て
い
る
の
か
自
体
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
に
配
慮
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
こ
で
の
ア
ス
ト
ス
は
住
民
概
念
と
し
て
の
用
法
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ポ
リ
ス
の
役
職
を
歴
任
し
理
想
的
な
市
民
生
活
を
送
り
、
ギ
リ
シ
ア
的
中
庸
を
体
現
す
る
と
目
さ
れ
る
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
が
住
民
概
念
と
し
て

ア
ス
ト
ス
を
用
い
て
い
た
事
実
は
、
そ
の
一
般
性
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
同
じ
区
別
は
彼
の
作
晶
全
体
に
通
写
し
て
お
り
、

1ユ （807）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』
（
前
四
四
一
年
）
を
初
出
と
し
、
一
八
例
あ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の
内
、
一
六
例
が
住
民
概
念
で
あ
る
（
一
覧
表
）
。
ま
た
、

『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』
を
除
け
ば
、
『
エ
レ
ク
ト
ラ
嚇
（
前
四
一
八
年
）
や
『
コ
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
（
前
四
〇
一
年
一
遺
作
）
一
『
エ
レ

ク
ト
ラ
』
以
外
は
次
章
で
検
討
1
一
の
よ
う
に
、
住
民
概
念
と
し
て
の
用
法
は
前
五
世
紀
最
終
四
半
期
に
集
中
し
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
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二
．
エ
ウ
リ
ピ
ヂ
ス
『
イ
オ
ン
聯

　
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
作
品
に
も
、
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
、
既
出
の
糊
イ
オ
ン
』
か
ら
、
も
う
へ
例
取
り
上
げ

た
い
。
イ
オ
ン
は
、
自
分
を
認
知
し
た
ク
ス
ト
ス
に
対
し
、
母
が
ア
テ
ナ
イ
人
で
は
な
か
っ
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
境
遇
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

　
　
血
筋
の
正
し
い
ポ
リ
ス
へ
と
属
す
る
に
至
っ
た
ク
セ
ノ
ス
は
、
た
と
え
名
目
上
ア
ス
ト
ス
で
あ
っ
て
も
、
ロ
は
奴
隷
の
よ
う
で
発
生
の
自
由
は
な
い
。

　
　
（
国
¢
昼
ぽ
鳶
①
刈
ω
一
①
刈
O
■
）

　
こ
の
台
詞
か
ら
は
、
ク
セ
ノ
ス
で
あ
っ
て
も
、
定
住
す
る
こ
と
で
ア
ス
ト
ス
と
認
識
さ
れ
る
と
い
う
考
え
が
窺
え
る
。
ま
た
癒
筋
に
よ
る
権

利
の
差
を
強
調
す
る
点
は
、
現
実
に
お
け
る
メ
ト
イ
コ
ス
の
法
的
地
位
を
思
わ
せ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ア
ス
ト
ス
が
住

民
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
稿
九
頁
で
述
べ
た
こ
の
劇
の
性
格
と
合
致
し
て
、
こ
の
台
詞
か
ら
非
市
民
身
分
へ
の
否
定
的
な
感
情

が
窺
え
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
非
市
民
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
特
別
な
意
図
を
読
み
込
む
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
興
昧
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
と
類
似
す
る
用
法
が
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
『
鳥
』
（
前
四
一
四
年
）
に
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
ア
ス

ト
イ
に
は
様
々
な
人
々
が
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
真
に
ア
ス
ト
ス
と
呼
べ
る
の
は
生
ま
れ
の
点
で
ア
テ
ナ
イ
人
で
あ
る
者
だ
」
と
解
釈
で
き
る

表
現
（
》
H
．
郎
聲
．
ω
卜
⊃
一
G
Q
蒔
・
）
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
出
自
が
疑
わ
れ
る
人
物
を
郷
楡
す
る
文
脈
で
登
場
し
て
お
り
、
非
市
民
に
対
す
る

好
意
的
態
度
は
読
み
取
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
ア
ス
ト
ス
内
部
の
多
様
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
な
お
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
場
合
、
二
〇
例
あ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の
内
、
一
四
例
が
住
民
概
念
で
あ
る
（
［
覧
表
）
。



古典期アテナイにおける住昆概念としてのアストス（篠原）

　
三
．
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
（
前
五
世
紀
末
～
四
世
紀
初
頭
）

　
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
も
ま
た
、
ポ
リ
テ
ス
と
ア
ス
ト
ス
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
第
～
章
で
取
り
上
げ
た
用
例
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
彼
は
四
巻
九
〇
章
で
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
遠
征
の
軍
勢
が
ポ
リ
タ
イ
・
メ
ト
イ
コ
イ
・
ク
セ
ノ
イ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
る

｝
方
、
同
九
四
章
で
は
軍
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。

　
　
侵
入
に
参
加
し
た
軽
装
歩
兵
は
、
滞
在
申
の
ク
セ
ノ
イ
や
ア
ス
ト
イ
が
総
動
員
さ
れ
て
お
り
、
敵
方
よ
り
も
多
か
っ
た
。

　
こ
の
一
文
に
関
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
が
し
た
よ
う
な
、
修
辞
的
対
句
表
現
「
ア
ス
ト
ス
／
ク
セ
ノ
ス
（
市
民
／
外
国
人
）
」
に
過
ぎ
な
い
と

す
る
解
釈
が
的
を
射
て
い
な
い
こ
と
は
、
『
歴
史
』
の
表
現
全
体
を
見
た
場
合
に
明
ら
か
に
な
る
。
さ
て
、
催
主
ヒ
ッ
パ
ル
コ
ス
の
殺
害
を
企

て
た
ハ
ル
モ
デ
ィ
オ
ス
と
ア
リ
ス
ト
ゲ
ト
ン
の
関
係
に
つ
い
て
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
頃
、
ハ
ル
モ
デ
ィ
オ
ス
は
美
し
い
若
者
だ
っ
た
の
で
、
ア
ス
ト
イ
の
内
、
主
流
の
ポ
リ
テ
ス
で
あ
る
男
、
ア
リ
ス
ト
ゲ
ト
ン
は
彼
を
愛
し
て
恋
人
と

　
し
て
い
た
。
（
一
『
げ
口
。
・
①
・
α
湛
．
卜
。
－
G
Q
．
）

　
も
し
、
こ
こ
で
単
に
「
中
流
の
ポ
リ
テ
ス
」
と
表
現
し
た
い
な
ら
ば
、
「
ポ
リ
タ
イ
の
内
、
中
流
で
あ
っ
た
」
と
す
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
り
、

実
際
に
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
別
の
所
（
N
ミ
蝕
①
．
◎
ω
ψ
）
で
そ
れ
に
類
す
る
表
現
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
ポ
リ
テ
ス
と
は
異
な

る
対
象
範
囲
を
持
つ
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
あ
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ア
ス
ト
ス
は
ポ
リ
テ
ス

よ
り
も
広
い
ア
テ
ナ
イ
住
民
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別
な
意
図
を
感
じ
さ
せ
な
い
文
脈
で
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
登
場
し

て
い
る
事
実
が
持
つ
意
味
は
非
常
に
大
き
い
。
こ
の
用
法
を
前
提
と
し
て
文
脈
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
軍
勢
に
関
す
る
四
巻
九
四
章
の
記
述

に
登
場
す
る
ア
ス
ト
イ
も
ま
た
、
単
な
る
ク
セ
ノ
イ
の
対
義
語
で
は
な
く
、
メ
ト
イ
コ
イ
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
れ
ら
と
同
じ
用
例
は
『
歴
史
』
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
、
八
例
あ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の
内
、
五
例
が
住
民
概
念
で
あ
る
（
｝
覧
表
）
。
一

般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
の
民
主
政
を
良
と
し
て
お
り
、
そ
れ
程
極
端
な
政
治
的
思
考
を
示
し
て
い
な
い
点
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
彼
の
用
法
が
ア
テ
ナ
イ
で
特
殊
だ
っ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
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四
．
リ
ュ
シ
ア
ス
『
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
告
発
撫
（
前
四
〇
三
～
四
〇
〇
年
の
間
）

　
リ
ュ
シ
ア
ス
に
は
、
ト
ゥ
キ
ユ
デ
ィ
デ
ス
同
様
、
ア
ス
ト
ス
と
ポ
リ
テ
ス
を
使
い
分
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
興
味
深
い
例
が
こ
の
弁

論
に
確
認
さ
れ
る
。
彼
は
、
前
四
〇
四
年
に
成
立
し
た
「
三
〇
人
」
と
称
さ
れ
る
寡
頭
政
権
一
こ
の
政
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
第
四
章

二
節
で
詳
し
く
検
討
　
　
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
を
弾
劾
す
る
裁
判
の
判
決
が
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
、
裁
判
人

や
外
国
人
を
含
む
聴
衆
を
前
に
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
し
か
も
、
ア
ス
ト
イ
や
ク
セ
ノ
イ
の
多
く
が
、
か
の
者
達
（
政
権
の
メ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て
諸
君
が
い
か
な
る
判
定
を
下
す
か
見
よ
う
と
来
て
い
る
。
彼

ら
（
裁
判
所
に
集
ま
っ
た
人
々
）
の
内
、
諸
君
ポ
リ
タ
イ
は
、
彼
ら
が
犯
し
た
過
ち
故
に
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

ポ
リ
ス
の
悟
主
に
な
り
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
盗
食
と
同
等
の
権
利
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
知
っ
て
立
ち
去
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
望
む
こ
と
を
な
し
て

　
　
　
　
　
　
一
方
で
、
こ
の

　
地
に
滞
在
す
る
ク
セ
ノ
イ
は
、
〔
自
分
達
の
〕
ポ
リ
ス
か
ら
「
三
〇
人
扁
〔
政
権
の
メ
ン
バ
ー
〕
を
締
め
出
し
て
い
る
こ
と
が
不
当
な
の
か
正
し
い
の
か
を
知

　
る
だ
ろ
う
。
（
ビ
図
ω
．
一
顛
G
。
0
．
）

　
注
目
す
べ
き
は
、
後
半
で
ク
セ
ノ
ス
の
対
句
と
し
て
ア
ス
ト
ス
で
は
な
く
ポ
リ
テ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
後
半

の
「
諸
君
と
同
等
の
権
利
を
保
持
す
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
ポ
リ
テ
ス
と
は
、
裁
判
人
と
同
様
、
ポ
リ
ス
で
政
治
的
権
利
を
行
使
し
う
る
存

在
を
指
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
一
方
で
、
コ
ー
エ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
ポ
リ
ス
か
ら
『
三
〇
人
』
政
権
の
メ
ン
バ
ー
を
締
め

出
す
」
と
い
う
描
写
か
ら
は
、
ク
セ
ノ
ス
も
ま
た
、
政
権
の
メ
ン
バ
ー
の
立
ち
入
り
拒
否
を
自
分
の
所
属
す
る
ポ
リ
ス
で
実
際
に
決
議
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
指
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
聴
衆
と
し
て
裁
判
に
来
て
い
る
は
ず
の
メ
ト
イ
コ
ス
は
、
当
該
ポ
リ
ス
か
ら
離
れ
て
ア
テ

ナ
イ
に
恒
常
的
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
己
の
政
治
的
権
利
を
事
実
上
行
使
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
文
脈
で
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ポ
リ

テ
ス
、
ク
セ
ノ
ス
の
ど
ち
ら
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
弁
論
が
メ
ト
イ
コ
ス
の
リ
ュ
シ
ア
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま

た
弁
論
中
（
導
ミ
b
O
．
）
、
「
政
権
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ポ
リ
テ
ス
と
は
対
照
的
に
、
自
分
は
ア
テ
ナ
イ
住
民
と
し
て
ポ
リ
ス
に
貢
献
し
た
」
こ

玉4 （8ユ0）



と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
文
章
の
前
半
に
出
て
く
る
ア
ス
ト
イ
に
こ
そ
メ
ト
イ
コ
イ
は
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
ア
ス
ト
ス
が
住
民
概
念
だ
と
し
て
も
、
話
者
り
ユ
シ
ア
ス
ー
ー
メ
ト
イ
コ
ス
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
れ
は
メ
ト

イ
コ
ス
の
自
意
識
に
過
ぎ
ず
、
市
民
が
共
有
で
き
る
認
識
で
は
な
か
っ
た
と
見
な
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
法
廷
で
は
裁
判
人
達
の
共
感

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
の
検
討
か
ら
ア
テ
ナ
イ
人
自
身
に
も
同
じ
用
法
が
見
ら
れ
る
点
に
配
慮
す
る
な
ら
ば
、
リ

ユ
シ
ア
ス
の
用
法
を
特
別
視
す
る
必
要
は
な
い
。
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以
上
、
四
つ
の
具
体
例
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
非
市
民
、
特
に
メ
ト
イ
コ
ス
も
視
野
に
入
れ

た
住
民
概
念
と
し
て
、
ポ
リ
テ
ス
と
予
々
を
異
に
す
る
ア
ス
ト
ス
が
多
く
の
作
家
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
市
民
権
法
的
な

血
筋
に
重
き
を
置
く
血
縁
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
で
必
ず
し
も
絶
対
的
な
意
味
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
次
に
、
時
代
傾
向

に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
一
覧
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
よ
り
後
の
、
前
五
世
紀
中
葉
以
降
に
壮
年
期
を
迎
え
た
世
代
に
よ

り
ア
ス
ト
ス
は
住
罠
概
念
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
史
料
の
残
存
状
況
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
本

章
で
考
察
し
た
具
体
例
が
示
す
よ
う
に
、
前
五
世
紀
最
終
四
半
世
紀
の
作
品
に
こ
の
用
法
は
集
中
し
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。

①
　
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
時
の
国
葬
の
た
め
に
書
か
れ
た
演
説
で
も
、
ア
テ
ナ
イ
人
達

　
を
ア
ス
ト
イ
と
呼
ぶ
一
方
、
戦
功
の
あ
っ
た
メ
ト
イ
コ
ス
を
含
む
外
国
人
達
を
ク

　
セ
ノ
イ
と
認
識
し
て
い
る
（
ど
誘
．
蝉
①
◎
）
。
こ
の
よ
う
に
、
公
的
に
は
血
縁
概

　
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
【
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
公
的
碑
文
の
用
例
か

　
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
兵
員
の
名
簿
を
記
録
し
た
碑
文
（
N
O
H
ω
一
〇
〇
。
ト
っ

　
［
縁
ω
o
「
自
一
げ
。
】
．
）
に
は
、
「
ク
セ
ノ
イ
」
と
は
別
に
、
「
ア
ス
ト
イ
の
海
兵
」

　
（
H
＜
．
ら
ρ
＜
國
ト
嵩
卜
。
．
）
　
と
い
う
項
目
が
存
在
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て

　
い
る
入
々
は
、
所
属
デ
モ
ス
名
を
冠
す
る
（
門
～
デ
モ
ス
の
何
某
」
1
こ
の
有

　
無
が
ア
テ
ナ
イ
人
同
定
の
一
指
標
と
な
る
）
こ
と
か
ら
、
全
て
ア
テ
ナ
イ
入
で
あ

　
つ
た
と
判
断
し
う
る
。
他
の
公
的
碑
文
に
も
同
様
な
用
例
が
見
ら
れ
る
（
鳶
H
ω

　
㎝
○
。
．
ω
一
［
騨
お
O
げ
。
冒
一
ω
c
。
’
G
。
竃
ω
鼻
び
♀
）
。

②
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
特
別
に
偏
っ
た
思
考
を
有
し
て
い
た
と
は

　
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
よ
う
に
、
彼
の
作
品
讐
救
い
を
求
め
る
女
達
』

　
や
隅
オ
レ
ス
テ
ス
函
か
ら
は
、
寡
頭
政
で
は
な
く
優
れ
た
指
導
者
を
有
す
る
民
主

　
政
を
志
向
す
る
彼
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

③
こ
の
作
晶
で
は
三
度
（
国
茸
♂
、
茜
P
α
c
。
P
刈
ω
ご
、
そ
の
こ
と
が
言
及
さ
れ

　
て
い
る
。

④
Φ
区
．
》
①
ω
。
ゲ
．
9
9
H
c
。
c
。
い
専
奉
O
回
心
　
ω
。
讐
．
撃
惑
ミ
お
ご
≧
．
臨
g
ω
卜
、
る
心15 （81ユ）



　
（
一
ご
〉
巴
o
ρ
恥
．
お
．
以
下
、
本
稿
で
は
、
原
稿
の
枚
数
の
関
係
上
、
作
家
の
傾

　
向
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
、
特
に
参
考
に
な
る
と
判
断
し
た
用
例
の
み
を
註
で

　
提
示
す
る
。
既
に
拙
稿
（
「
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ア
の
成
立
と
そ

　
の
背
景
」
『
歴
史
家
協
会
年
報
㎞
二
号
、
二
〇
〇
六
年
、
三
　
～
四
八
頁
）
で
前

　
四
世
紀
初
頭
ま
で
の
用
例
を
網
羅
的
に
分
析
・
分
類
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ

　
ち
ら
を
参
照
。

⑤
①
×
．
≧
’
肉
ミ
齢
P
。
。
ω
合
曾
．
①
G
。
。
。
｝
§
跨
ミ
置
ピ

⑥
芝
疑
Φ
冨
p
9
§
ミ
る
Ψ
葭
．

⑦
前
者
に
関
し
て
は
ω
。
で
劉
O
↓
ω
り
ρ
ミ
9
。
。
§
竃
。
。
Φ
、
後
者
に
関
し
て
は

　
贔
ミ
弘
一
罐
を
参
照
。
こ
う
し
た
区
別
は
長
老
達
や
テ
バ
イ
王
ク
レ
オ
ン
に
も
共

　
有
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
自
分
達
を
ポ
リ
タ
イ
と
呼
ん
で
い
る
（
導
ミ
堕
釦
b
。
回

　
一
竃
①
．
）
。

⑧
ヴ
ィ
ラ
モ
ヴ
イ
ッ
ツ
や
コ
ー
エ
ン
は
、
テ
イ
レ
シ
ア
ス
が
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
つ

　
い
て
「
異
国
か
ら
来
た
メ
ト
イ
コ
ス
と
さ
れ
て
い
る
」
（
N
ミ
罫
魁
㎝
N
．
）
と
発
言
し

　
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
彼
は
メ
ト
イ
コ
ス
で
あ
る
と
同
時
に
ア
ス
ト
ス
で
あ

　
つ
た
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

　
彼
の
自
己
認
識
で
は
な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑨
≦
琴
①
げ
＄
F
§
ら
罫
①
囲

⑩
睾
の
。
9
．
ミ
リ
δ
．

⑪
Φ
×
．
国
霞
．
b
u
§
潮
巳
O
ご
專
貯
9
心
一
ト
。
一
ミ
ト
、
卜
、
ω
b
O
刈
　
恥
§
．
。
。
膳
ω
．
な
お

　
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
場
合
、
開
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
子
供
達
㎞
（
前
四
二
九
年
）
が
住
民
概

　
念
と
し
て
の
用
法
の
初
出
。

⑫
Φ
×
．
日
ぎ
ρ
①
．
δ
ρ
ω
ρ
坤

⑬
○
。
訂
艮
6
リ
ジ
曾
ミ
る
①
・
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第
三
章
　
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
基
準

　
第
二
章
で
は
、
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
市
民
に
限
ら
ず
、
非
市
民
、
特
に
メ
ト
イ
コ
ス
も
そ
の
対
象
と
見

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
で
は
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
は
、
甑
筋
を
基
準
と
し
な
い
な
ら
ば
、
何
を
そ
の
拠
り

所
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
居
住
の
有
無
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
「
節
　
集
団
認
識
の
㎜
基
準
と
し
て
の
ノ
モ
ス
ー
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
集
団
認
識
を
手
掛
か
り
に
一

　
上
記
の
問
題
を
考
え
る
際
に
参
考
に
な
る
の
が
、
そ
の
著
書
『
歴
史
』
（
前
五
世
紀
中
葉
）
に
お
い
て
膨
大
な
民
族
誌
を
叙
述
し
て
い
る
こ
と

で
有
名
な
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
集
団
認
識
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
彼
が
何
を
基
準
と
し
て
一
つ
の
集
団
を
特
定
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

　
現
在
に
至
る
ま
で
～
般
的
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
、
血
筋
を
基
準
と
し
て
集
団
を
特
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
歴
史
』
の
「
ス
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キ
ュ
テ
ィ
ア
誌
」
（
四
巻
五
～
八
二
節
）
の
五
～
一
〇
節
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
ス
キ
ユ
タ
イ
人
が
伝
え
る
起
源
神
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同

様
に
一
巻
五
六
節
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
起
源
に
つ
い
て
、
ヘ
レ
ン
を
祖
と
す
る
系
譜
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
彼
は
、
あ
る
集
団
に
つ
い
て
叙
述
す
る
際
に
、
そ
の
集
団
特
有
の
ノ
モ
ス
に
も
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う

ノ
モ
ス
と
は
、
「
あ
る
集
団
に
と
っ
て
慣
習
と
な
っ
て
い
る
事
柄
」
を
指
し
、
言
語
・
信
仰
・
食
生
活
・
服
装
等
の
よ
う
に
通
常
不
文
で
あ
る

事
象
か
ら
、
法
律
の
よ
う
に
成
文
化
さ
れ
た
事
項
ま
で
を
範
疇
と
す
る
概
念
で
あ
る
。
さ
て
前
述
の
「
ス
キ
ュ
タ
イ
誌
」
に
目
を
向
け
る
な
ら

ば
、
彼
は
、
ス
キ
ュ
タ
イ
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
際
し
、
五
九
～
八
二
節
に
か
け
て
そ
の
ノ
モ
ス
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
三
巻
三
八
節
で
は
、
彼
は
「
ど
の
国
の
人
々
も
何
よ
り
も
ま
ず
自
分
達
の
故
郷
の
ノ
モ
ス
を
重
視
す
る
」
と
述
べ
、
ピ
ン
ダ
ロ
ス
の
「
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

モ
ス
は
万
事
の
王
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
集
団
特
定
に
際
し
て
ノ
モ
ス
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
集
団
を
特
定
す
る
際
に
上
記
二
つ
の
基
準
を
用
い
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
が
各
々
対
象
と
す

る
集
団
の
範
囲
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
判
断
で
き
る
事
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
一
巻
一
四
六
節
で
は
、
小
ア
ジ
ア

の
イ
オ
ニ
ア
ー
ニ
ポ
リ
ス
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
イ
オ
ニ
ア
人
達
が
他
の
イ
オ
ニ
ア
人
達
よ
り
も
純
粋
で
あ
っ
た
と
か
、
立
派
だ
っ
た
と
か
言
う
の
は
馬
鹿
げ
て
い
る
。
エ
ウ
ボ
イ
ア
出
身
の
ア

　
バ
ン
テ
ス
人
達
は
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
だ
が
、
名
前
か
ら
言
っ
て
も
イ
オ
ニ
ア
人
と
は
何
ら
関
係
な
い
。
〈
申
略
　
　
イ
オ
ニ
ア
人
と
な
っ
た
様
々
な
種

　
族
を
挙
げ
て
〉
そ
の
他
に
も
多
く
の
エ
ト
ノ
ス
（
種
族
）
が
混
在
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
小
ア
ジ
ア
の
イ
オ
ニ
ア
＝
　
ポ
リ
ス
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
甑
筋
を
異
に
し
て
い
る
と
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
理
解
し
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
席
巻
　
四
二
節
で
は
、
本
来
甑
筋
の
異
な
る
彼
ら
は
、
パ
ン
イ
園
山
オ
ン
と
い
う
神
域
の
共
有
に
よ
っ
て

イ
オ
ニ
ア
人
と
し
て
結
束
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
一
巻
五
七
節
で
は
、
ア
テ
ナ
イ
人
に
関
し
て
、
本
来
血
縁
の
点
で

は
異
な
る
は
ず
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
同
化
し
た
要
因
と
し
て
そ
の
言
語
の
習
得
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
言
語
に
代
表
さ
れ
る
固
有

の
ノ
モ
ス
の
習
得
を
集
団
認
識
に
お
い
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
ノ
モ
ス
を
基
準
と
し
た
場
合
と
、
血
筋
を
基
準
と
し
た
場
合
と
で
対
象
の
範
囲
を
異
に
す
る
集
団
認
識
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
や

ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
人
と
い
う
大
き
な
集
団
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
小
さ
な
集
団
に
も
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ス
パ
ル
タ
の
事
例
を
取

り
上
げ
よ
う
。
ス
パ
ル
タ
の
自
由
身
分
は
、
国
家
（
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
）
の
正
式
な
成
員
達
（
ス
パ
ル
テ
ィ
エ
タ
イ
）
と
、
ポ
リ
ス
周
辺
に
住
み
、
血

筋
の
違
い
に
よ
り
政
治
的
権
利
を
制
限
さ
れ
た
住
民
達
（
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
）
か
ら
成
る
。
こ
う
し
た
区
別
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ロ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ト
ス
は
両
者
を
一
括
し
て
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
血
筋
の
点
で
内
部
に
差
異
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ラ

ケ
ダ
イ
モ
ン
人
と
し
て
の
結
束
は
何
に
基
づ
く
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
六
巻
五
八
節
で
、
彼
ら
が
ラ
ケ
ダ
イ

モ
ン
人
と
し
て
共
通
の
王
を
戴
き
、
そ
の
王
の
死
に
際
し
て
は
葬
礼
に
参
加
す
る
こ
と
が
ノ
モ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
点
が
塗
下

深
い
。
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
共
通
の
王
や
そ
の
権
威
を
申
核
と
す
る
ノ
モ
ス
の
共
有
を
基
準
と
し
て
、
血
筋
の
異
な
る
人
々
が
ラ
ケ
ダ
イ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ン
人
と
い
う
～
つ
の
集
団
と
し
て
結
合
し
て
い
る
と
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
考
え
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
た
と
え
同
じ
集
団
名
を
付
し
て
い
た
と
し
て
も
、
起
源
神
話
に
象
徴
さ
れ
る
血
筋
に
基
準
を
置
く
の
か
、

そ
れ
と
も
ノ
モ
ス
に
基
準
を
置
く
の
か
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る
集
団
の
範
囲
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
集
団
認
識
に
関
し
て

は
、
彼
が
小
ア
ジ
ア
の
ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
出
身
で
、
カ
リ
ア
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
混
血
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
を
根
拠
に
、
そ
の
一
般
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

疑
念
が
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
彼
と
同
世
代
の
ア
テ
ナ
イ
人
で
あ
る
ト
ゆ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
も
ま
た
、
集
団
認
識
に
お
い
て
ノ
モ
ス

を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
歴
史
』
二
巻
六
八
章
で
は
、
ア
ン
フ
イ
ロ
キ
ア
人
が
隣
人
の
ア
ン
プ
ラ
キ
ア
人
を
ポ
リ
ス
に
迎
え
入
れ
た
結
果
、

言
語
の
点
で
ギ
リ
シ
ア
化
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
言
語
の
習
得
に
よ
り
ギ
リ
シ
ア
化
し
た
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
状

況
は
ポ
リ
ス
の
レ
ベ
ル
で
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
七
巻
六
三
章
に
お
い
て
、
ニ
キ
ア
ス
は
、
シ
ケ
リ
ア
遠
征
の
激
励
演
説
に
際
し
、
メ
ト
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イ
コ
ス
に
対
し
て
、
「
我
々
の
言
葉
を
学
び
、
我
々
の
や
り
方
を
模
倣
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
人
で
は
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
、
ギ

リ
シ
ア
中
の
畏
敬
を
集
め
て
き
た
諸
君
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
ア
テ
ナ
イ
型
ノ
モ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
で
メ
ト
イ
コ
ス
が
ア

テ
ナ
イ
人
に
著
し
く
近
し
い
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
の
事
例
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
ア
テ
ナ
イ
人
も
ま
た
ノ
モ
ス
を
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基
準
に
集
団
認
識
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
節
　
ノ
モ
ス
の
共
有
と
ア
ス
ト
ス

　
さ
て
本
題
の
ア
ス
ト
ス
概
念
に
話
を
戻
し
た
い
。
第
一
節
で
の
議
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
ノ
モ
ス
を
基
準
と
す
る
集
団
認
識
こ
そ

が
、
住
民
概
念
と
し
て
の
用
法
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈
で
ア
ス
ト
ス
が

用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
事
例
を
検
討
し
た
い
。
『
歴
史
』
三
巻
九
八
・
九

九
節
は
、
イ
ン
ド
に
い
く
つ
か
あ
る
エ
ト
ノ
ス
の
内
、
パ
ラ
デ
ィ
オ
イ
人
の
ノ
モ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
彼
ら
は
次
の
よ
う
な
ノ
モ
ス
を
用
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ス
ト
イ
の
間
で
男
女
を
問
わ
ず
病
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
と
、
男
の
場
合
は
も
っ
と

　
も
親
し
い
男
達
が
、
病
で
衰
弱
す
れ
ば
肉
質
が
悪
く
な
る
と
言
っ
て
、
そ
の
男
を
殺
す
の
で
あ
る
。

　
ま
た
八
巻
＝
二
五
節
は
、
ポ
リ
ス
・
ア
ク
ラ
イ
ピ
ア
の
成
員
が
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
住
民
に
共
有
さ
れ
る
ア
ポ
ロ
ン
・
プ
ト
オ
ス
の
神
域

に
神
託
を
受
け
に
行
っ
た
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
ミ
ュ
ス
が
社
を
訪
ね
た
時
、
ア
ス
ト
イ
か
ら
選
抜
さ
れ
た
三
人
が
神
の
言
葉
を
記
録
す
る
よ
う
に
、
公
式
に
随
行
し
て
い
た
。
〈
中
略
－
司
祭
が

　
理
解
不
能
な
言
葉
で
神
託
を
告
げ
た
の
を
受
け
て
〉
随
行
の
テ
バ
イ
人
達
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
な
い
異
国
の
言
葉
を
聞
い
て
驚
い
た
。

　
こ
こ
で
は
、
ア
ク
ラ
イ
ピ
ア
人
は
そ
の
名
で
は
な
く
、
あ
え
て
テ
バ
イ
人
達
　
　
こ
こ
で
は
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
の
住
民
達
の
意
一
と
表
記

さ
れ
て
い
る
点
に
ま
ず
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
血
筋
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
ボ
イ
オ
テ
ィ

ア
の
住
民
達
と
神
殿
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
根
拠
に
、
彼
ら
が
ア
ス
ト
イ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
ア
ス
ト
ス
を
用
い
る
際
に
も
ノ
モ
ス
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
『
歴
史
』
全
体
で
見

た
場
合
、
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈
で
ア
ス
ト
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
明
確
な
事
例
を
、
三
三
例
あ
る
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
用
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

中
で
＝
一
例
確
認
で
き
る
（
［
覧
表
）
。
一
覧
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ノ
モ
ス
を
基
準
と
す
る
用
法
は
、
彼
の
一
世
代
前
の
ア
テ
ナ
イ
人
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ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
五
世
紀
後
半
を
中
心
に
活
躍
し
た
ア
テ
ナ
イ
人
達
の
作
品
に
は
、
ヘ
ロ
ド

ト
ス
同
様
、
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
を
用
い
る
際
に
ノ
モ
ス
を
基
準
と
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
事
例
が
多
い
。
以
下
で
は
、
そ
の
具
体

例
を
四
つ
取
り
上
げ
た
い
。
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｝
．
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
調
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
幅

　
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
場
合
、
全
作
品
中
に
確
認
さ
れ
る
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
用
例
一
六
例
の
内
、
八
例
が
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
登
場
す
る
（
【
覧
表
）
。
ま
ず
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
『
コ
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
諸
国
放
浪
の
末
、
ア
テ
ナ

イ
の
コ
ロ
ノ
ス
に
た
ど
り
着
い
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
王
テ
セ
ウ
ス
に
エ
ン
ポ
リ
ス
（
地
に
住
ま
う
者
）
た
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る

（
Q
。
。
冨
・
O
O
①
G
。
ご
。
そ
の
後
、
テ
バ
イ
王
ク
レ
オ
ン
が
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
を
連
れ
戻
し
に
来
て
、
彼
に
随
伴
す
る
聡
達
を
無
理
や
り
連
れ
去
っ

て
行
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
テ
セ
ウ
ス
は
、
土
地
に
属
す
る
人
・
物
の
扱
い
に
関
し
て
通
常
取
る
べ
き
方
法
　
　
ア
テ
ナ
イ
王
た
る
自

分
の
同
意
を
得
る
こ
と
一
に
反
し
た
ク
レ
オ
ン
の
行
為
を
非
難
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ク
セ
ノ
ス
は
、
ア
ス
ト
イ
の
所
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
べ
き
か
を
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
（
N
贈
帖
賊
　
り
笛
刈
1
Φ
卜
○
O
o
・
　
　
　
㎞
）

　
こ
こ
で
は
、
別
の
場
所
か
ら
訪
れ
た
者
（
ク
セ
ノ
ス
）
は
誰
で
あ
れ
そ
の
土
地
の
流
儀
（
ノ
モ
ス
）
に
従
う
べ
き
と
の
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
し
て
、
こ
の
ノ
モ
ス
に
習
熟
す
る
土
地
の
者
達
が
ア
ス
ト
イ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
コ
ロ
ス
（
コ
ロ
ノ
ス
の
老
人
達
）
は
、
ア
テ
ナ
イ
に
住
む
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
で
は
な
く
、
訪
問
者
に
過
ぎ
な
い
ク
レ
オ

ン
を
ク
セ
ノ
ス
と
呼
ん
で
い
る
が
（
§
斜
。
。
ミ
る
ω
刈
・
）
、
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
物
語
の
最
後
で
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ト
イ
コ
ス
と
し
て
正
式
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
元
々
ク
セ
ノ
ス
に
す
ぎ
な
か
っ
た
彼
が
メ
ト
イ
コ
ス
（
菊
住
者
）
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
こ
と
で
、
ア
テ
ナ
イ
の
ノ
モ
ス
に
従
う
者
1
ー
ア
ス
ト
ス
と
認
識
さ
れ
た
可
能
性
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。



　
二
．
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
咽
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』

　
こ
の
作
品
は
、
ポ
リ
ュ
ネ
イ
ケ
イ
ス
の
埋
葬
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
彼
の
埋
葬
に
関
し
て
ポ
リ
ス
全
体
の
決
定
を
な
す
主
体
が
ポ
リ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ス
と
認
識
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
と
対
照
的
な
存
在
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ポ
リ
ス
の
決
定
事
項
に

関
す
る
ク
レ
オ
ン
と
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
の
言
が
参
考
に
な
る
。
ま
ず
、
反
乱
を
起
こ
し
た
ポ
リ
ュ
ネ
イ
ケ
イ
ス
の
埋
葬
を
禁
止
し
た
次
第
を
、
ク

レ
オ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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今
、
こ
れ
ら
（
ポ
リ
ス
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
）
に
従
っ
て
、
ア
ス
ト
イ
に
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
息
子
達
に
つ
い
て
伝
令
を
圓
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
ω
o
嘗
’
臥
ミ
ト
σ
①
山
G
。
．
）

ま
た
こ
の
伝
令
の
内
容
に
関
し
て
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ア
ス
ト
イ
に
出
さ
れ
た
命
令
に
よ
れ
ば
、
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
ポ
リ
ユ
ネ
イ
ケ
イ
ス
の
亡
骸
を
決
し
て
葬
っ
て
は
な
ら
．
な
い
し
、
誰
も
嘆
き
悲
し
ん
で

　
も
な
ら
な
い
。
（
N
ミ
餅
一
露
山
㊤
ω
「
）

　
以
上
の
用
例
か
ら
、
ポ
リ
ス
や
ポ
リ
テ
ス
の
決
定
に
従
う
べ
き
広
範
囲
の
住
民
が
ア
ス
ト
ス
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
概

念
の
明
確
な
区
別
は
、
ポ
リ
ス
と
オ
イ
コ
ス
（
家
）
の
倫
理
の
対
立
と
い
う
劇
の
筋
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
第
二
章
で
例
示
し
た
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
の
よ
う
に
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
別
の
作
品
に
も
同
じ
区
別
が
見
ら
れ
る
点
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
疑
念
は
解
消
さ
れ
よ
う
。

　
三
．
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
オ
レ
ス
テ
ス
』
（
前
四
〇
九
／
八
年
）

　
こ
の
作
品
は
、
母
親
を
殺
し
た
オ
レ
ス
テ
ス
に
対
す
る
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
人
達
の
裁
判
が
中
核
を
成
す
。
こ
こ
で
も
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
ア
ン
テ

イ
ゴ
ネ
』
同
様
に
、
ポ
リ
テ
ス
と
ア
ス
ト
ス
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ス
パ
ル
タ
王
メ
ネ
ラ
オ
ス
が
彼
ら
に
よ
る
判
決
の
内
容
に
つ
い

て
尋
ね
た
の
を
受
け
て
、
オ
レ
ス
テ
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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ア
ス
ト
イ
に
石
を
投
げ
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
（
国
套
○
〉
輝
P
）

　
こ
こ
で
は
、
判
決
を
実
行
す
る
集
団
と
し
て
ア
ス
ト
イ
が
登
場
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
作
品
中
、
裁
き
を
下
す
集
団
は
一
貫
し
て
ポ
リ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

イ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
両
者
の
区
別
は
明
確
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
話
の
筋
に
お
い
て
、
『
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
』
の
よ
う
に
ポ
リ
テ
ス
と
ア

ス
ト
ス
を
対
置
す
る
必
然
性
が
な
い
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
な
お
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
用
例
一
四
例
の
内
、
七
例
が
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈
で
登
場
す
る
（
一
覧
表
）
。
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四
．
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
睡

　
六
巻
一
六
章
で
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
は
、
シ
ケ
リ
ア
遠
征
の
賛
成
演
説
に
際
し
、
自
分
が
遠
征
の
将
軍
に
適
切
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
オ
リ

ュ
ン
ピ
ア
競
技
会
等
で
の
勝
利
に
よ
り
ア
テ
ナ
イ
に
も
た
ら
し
た
名
誉
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
内
に
お
け
る
競
技
会
の
事
例
に
目
を
移

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ま
た
国
内
で
も
、
私
が
合
唱
隊
奉
仕
や
そ
の
他
の
こ
と
で
名
声
を
成
し
た
な
ら
ば
、
当
然
ア
ス
ト
イ
に
は
嫉
妬
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
ク
セ
ノ
イ
に

　
は
国
力
と
し
て
現
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
合
唱
隊
奉
仕
や
そ
れ
に
付
随
す
る
名
誉
を
め
ぐ
る
ノ
モ
ス
を
共
有
し
て
い
る
集
団
と
し
て
ア
ス
ト
イ
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ク
セ
ノ
イ
は
そ
う
し
た
ノ
モ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
の
な
い
集
団
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
用
法
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
既
に
取
り
上
げ
た
四
巻
九
四
章
の
軍
隊
の
記
述
に
現
れ
、
メ
ト
イ
コ
ス
を
包
含
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
ア
ス
ト
ス
の
用
例
も
、
対
象
が
ポ

リ
ス
の
ノ
モ
ス
に
従
っ
て
従
軍
し
て
い
る
点
を
そ
の
基
準
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
場
合
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト

ス
の
用
例
五
つ
の
内
、
こ
の
二
例
が
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
（
一
覧
表
）
。

以
上
の
具
体
例
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
以
外
の
ア
テ
ナ
イ
入
作
家
達
も
、
ノ
モ
ス
を
基
準
に
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
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ト
ス
を
用
い
て
い
た
。
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
中
に
も
、
こ
の
基
準
に
従
っ
て
い
る
と
判
断
可
能
な
用
法
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
リ
ス

ト
フ
ァ
ネ
ス
『
ア
カ
ル
ナ
イ
の
人
々
』
の
「
メ
ト
イ
コ
イ
は
ア
ス
ト
イ
の
麸
だ
」
と
い
う
表
現
に
関
し
て
は
、
単
に
住
民
で
あ
る
こ
と
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
、
ア
テ
ナ
イ
型
ノ
モ
ス
の
鳥
膚
－
…
こ
こ
で
は
レ
ナ
イ
ア
祭
等
、
公
的
祭
祀
の
共
有
一
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
リ

ュ
シ
ア
ス
の
事
例
の
場
合
、
自
ら
が
ポ
リ
ス
に
従
順
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
を
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
集
団
認
識
を
手
掛
か
り
に
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
基
準
を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
前
五
世
紀
中
葉
以
降
に
壮
年
期
を
迎
え
た
世
代
の
ア
テ
ナ
イ
人
作
家
達
が
ア
ス
ト
ス
を
住
民
概
念
と
し
て
用
い
る
場

合
、
多
く
は
、
単
な
る
居
住
の
事
実
で
は
な
く
、
ノ
モ
ス
を
基
準
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ω
．
塑
臣
。
武
舞
国
餅
旺
葺
ざ
O
㊦
富
巴
。
α
Q
ざ
p
匿

　
国
Φ
箒
臓
ω
ヨ
ぎ
国
Φ
『
。
ら
。
ε
。
・
L
ロ
…
奪
§
§
縣
譜
、
ら
建
白
§
始
駄
9
愛
心
簿
ぎ
時
帖
2
剛
’

　
ζ
P
蒔
ぎ
（
①
e
O
臥
起
げ
臨
幸
ρ
ト
っ
O
O
朗
卜
。
一
ら
。
心
ω
ω
を
参
照
。

②
国
無
．
メ
ト
。
。
。
料
．
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
○
．
ω
露
祉
Φ
ざ
．
．
日
田
9
冨
「

　
い
接
＆
p
巨
。
吝
き
G
。
．
、
り
↓
冨
U
9
Φ
鼠
の
三
℃
9
。
家
。
℃
。
顛
。
・
o
｛
ピ
蝉
8
巳
p
p
滋

　
ζ
Φ
ω
ω
Φ
巳
欝
ヨ
”
§
鴨
凄
駐
象
§
＄
，
貯
嵩
Ω
四
ミ
ミ
，
§
蹴
象
亀
ぎ
N
ミ
ら
ミ
O
Q
ミ
ー

　
ミ
§
職
酵
ζ
■
国
．
頃
き
ω
雪
（
Φ
匹
■
）
甲
O
O
需
⇒
ζ
σ
Q
Φ
P
一
〇
〇
メ
一
c
Q
甲
卜
⊃
G
◎
一
に
詳
し
い
。

③
岩
弱
拓
郎
漏
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
ポ
リ
ス
臨
の
結
合
と
解
体
－
槻
ス
バ
ル

　
タ
の
王
権
徳
と
『
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
撫
」
『
西
洋
史
研
究
幅
新
霊
二
八
号
、
一
九
九

　
九
年
、
四
五
頁
。

④
父
・
従
兄
弟
・
叔
父
の
名
は
カ
リ
ア
系
で
、
母
親
の
名
は
ギ
リ
シ
ア
系
。

⑤
Φ
×
「
国
臼
＝
c
。
c
。
’
ご
ω
．
。
。
．
N
ド
。
。
．
ご
餅
ω
ω
■
ρ
①
。
。
5
ご
㊤
沁
刈
．
N
’

⑥
①
×
．
ω
o
喜
’
曼
O
刈
ρ
○
↓
竃
。
。
り
．

⑦
そ
の
他
の
ア
ス
ト
ス
の
用
例
に
関
し
て
は
、
ω
。
筈
■
O
Ω
し
ω
し
讃
る
。
。
。
。
皆

　
一
9
。
。
を
参
照
。
こ
の
内
図
ミ
ド
｝
ρ
二
一
が
ノ
モ
ス
に
関
す
る
文
脈
で
登
場
す
る
。

⑧
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
自
身
、
ア
テ
ナ
イ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
以
前
に
は
、
ア
ス
ト
ス

　
の
流
儀
を
学
ぶ
べ
き
ク
セ
ノ
ス
と
自
己
認
識
し
て
い
る
（
奪
ミ
℃
一
〇
。
「
）
。
一
方
で
、

　
コ
ロ
ノ
ス
の
老
人
達
は
、
ア
ス
ト
イ
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
ポ
リ
タ
イ
と
見
な
さ

　
れ
て
い
る
（
き
ミ
篇
O
り
伊
H
O
刈
O
．
）
。

⑨
ポ
リ
テ
ス
に
関
し
て
は
ω
。
9
■
郎
ミ
刈
P
O
ミ
を
、
ア
ス
ト
ス
に
関
し
て
は

　
奪
ミ
㍉
。
。
◎
一
一
。
。
ω
を
参
照
。

⑳
ア
ス
ト
ス
の
同
じ
用
法
は
国
霞
．
O
♪
濠
ρ
㎝
。
。
ρ
爵
0
気
O
り
気
罐
に
登
場
す

　
る
。
一
方
、
裁
き
を
下
す
存
在
と
し
て
の
ポ
リ
テ
ス
が
奪
ミ
添
ω
押
δ
ρ
刈
①
伊

　
O
誤
に
見
ら
れ
る
。
o
｛
．
国
霞
．
奪
ミ
9
悼
。
。
押
入
b
。
込
。
”
戯
ω
①
．

⑪
①
×
．
穿
同
「
寒
ミ
二
心
長
巴
5
＝
α
鼻
．

⑫
。
｛
．
≧
．
§
§
ぴ
凸
π
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第
四
章
　
ア
ス
ト
ス
と
し
て
の
メ
ト
イ
コ
ス

　
第
二
・
三
章
で
の
考
察
の
結
果
、
前
五
世
紀
最
終
四
半
期
の
作
品
を
中
心
に
、
市
民
に
限
ら
ず
、
非
市
民
、
特
に
メ
ト
イ
コ
ス
を
も
対
象
に

し
た
住
民
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
場
合
、
基
準
は
血
筋
で
は
な
く
ノ
モ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ス
ト
ス
の
用
法
が
流
布
し
た
社
会
・
時
代
背
景
と
し
て
何
が
想
定
可
能
だ
ろ
う
か
。

第
一
節
　
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
共
同
関
係

　
ま
ず
は
、
社
会
背
景
と
し
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
日
常
的
な
社
会
関
係
に
注
目
し
た
い
。

　
一
九
世
紀
後
半
に
、
ヴ
ィ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
ク
レ
ル
ク
は
、
制
度
上
ク
セ
ノ
ス
と
は
異
な
る
名
誉
あ
る
身
分
と
し
て
メ
ト
イ
コ
ス
を
位
置
付

　
①
け
た
。
だ
が
現
在
、
こ
う
し
た
見
解
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
、
従
軍
・
納
税
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
不

動
産
所
有
権
・
参
政
権
等
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
司
法
面
で
も
、
拷
問
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
市
民
と
同
等
の
訴
訟
権
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
ク
セ
ノ
ス
と
権
利
の
点
で
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
制
度
上
、
メ
ト
イ
コ
ス
が
名
誉
あ
る
身
分
だ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
だ
が
、
制
度
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
研
究
か
ら
だ
け
で
は
メ
ト
イ
コ
ス
の
実
像
に
迫
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
実
像
に
迫
る
た
め

に
は
、
法
廷
弁
論
や
碑
文
等
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
か
ら
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
日
常
的
な
社
会
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
必
要
が
あ
る
。
市
民
に
と
っ
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
架
空
の
存
在
な
ど
で
は
な
く
、
日
常
を
共
に
す
る
現
実
的
な
他
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
テ
ナ
イ
で
両
者
が
取
り
結
ん
だ
公
私
に
及
ぶ
社
会
関
係
の

実
態
に
つ
い
て
見
通
し
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
が
ア
ス
ト
ス
と
認
識
さ
れ
た
社
会
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
私
的
関
係
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
両
者
は
緊
密
な
共
同
関
係
を
築
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
で
あ
る
リ
ュ

24　（820）
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シ
ア
ス
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
た
い
。
彼
は
裕
福
な
メ
ト
イ
コ
ス
の
家
に
生
を
受
け
た
の
だ
が
、
父
ケ
フ
ァ
ロ
ス
が
ペ
リ
ク
レ
ス
の
招
き
に
応

じ
て
ア
テ
ナ
イ
に
移
住
し
た
と
い
う
経
歴
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
の
　
族
は
ア
テ
ナ
イ
の
有
力
者
達
と
密
接
な
交
友
関
係
を
有
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
一
端
は
、
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
に
お
け
る
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
達
の
議
論
の
舞
台
が
一
族
の
家
と
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
窺
え
る
。

　
こ
の
交
友
関
係
は
リ
ュ
シ
ア
ス
自
身
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
彼
の
弁
論
噸
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
告
発
』
に
よ
れ
ば
、
リ
ュ
シ
ア
ス
は
市
民

と
講
仲
間
を
結
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
類
の
集
団
一
結
社
　
　
は
、
た
だ
単
に
宗
教
祭
祀
等
を
執
り
行
う
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
っ
た
。
講
仲
間
が
争
い
事
の
仲
裁
人
や
裁
判
の
証
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
類
の
結
社
が
ア
テ
ナ
イ

の
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
で
、
秩
序
維
持
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て

当
の
リ
ュ
シ
ア
ス
は
、
「
三
〇
人
」
政
権
下
で
財
産
没
収
・
処
刑
の
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
が
、
弁
論
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
自
分
の
講
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
市
民
の
ダ
ム
ニ
ッ
ポ
ス
に
、
政
権
の
メ
ン
バ
ー
と
の
仲
裁
役
と
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
リ
ュ
シ
ア
ス
の
事
例
か
ら
推
察
す
る
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
も
ま
た
、
様
々
な
集
団
に
加
入
す
る
こ
と
で
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
の
相
互
扶

助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
与
し
え
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
、
市
民
間
の
血
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
メ
ト
イ
コ
ス
は
排
除
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
補
う
よ
う
な
、
市
民
／
非
市
民
の
枠
を
超
え
た
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際

に
、
リ
ュ
シ
ア
ス
以
外
に
も
、
市
民
と
同
じ
結
社
に
メ
ト
イ
コ
ス
が
参
加
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

ア
ン
ド
キ
デ
ス
呪
秘
儀
に
つ
い
て
』
で
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
の
テ
ウ
ク
ロ
ス
が
パ
イ
ド
ロ
ス
等
の
市
民
達
と
共
に
秘
儀
の
真
似
事
を
し
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
両
者
が
恒
常
的
で
密
接
な
共
同
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
に
、
私
的
レ
ベ
ル
で
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
が
日
常
的
に
密
接
な
共
同
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
公
的
な
場
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
興
味
深
い
研
究
が
近
年
出
て
き
て
い
る
公
的
な
祭
祀
の

場
に
注
目
し
た
い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
公
的
祭
祀
に
関
し
て
市
場
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
表
象
の
場
と
し
て
の
側
面
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
故
、
市
民
と
は
対
照
的
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
に
翻
り
当
て
ら
れ
た
公
共
奉
仕
I
I
市
民
に
と
っ
て
は
自
ら
の
力
や
名
誉
を
公
に
で
き
る
機
会
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で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
　
　
は
否
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
パ
ン
ア
テ
ナ
イ
ア
祭
で
メ
ト
イ
コ
ス
の
少
女
に
割
り
当
て
ら
れ

た
「
日
傘
持
ち
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
身
分
の
少
女
の
「
篭
持
ち
」
の
た
め
に
日
傘
を
さ
す
と
い
う
役
割
が
、
メ
ト
イ
コ
ス
の
市
民
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

従
属
性
・
劣
等
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
は
公
共
奉
仕
を
行
っ
た
祭
祀
で

犠
牲
式
に
お
け
る
肉
の
分
配
に
与
れ
な
い
こ
と
に
も
注
目
が
さ
れ
て
き
た
。
従
来
の
研
究
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
公
的
祭
祀
へ
の
不
完
全

な
参
加
の
在
り
方
に
は
、
ポ
リ
ス
や
市
民
に
対
す
る
メ
ト
イ
コ
ス
の
従
属
的
な
立
場
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
近
年
、
こ
の
従
来
型
の
理
解
に
見
直
し
を
迫
る
研
究
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
ず
、
マ
ウ
リ
ッ
チ
オ
の
研
究
に
注
目
を
し
た
い
。
彼
女
は
、

パ
ン
ア
テ
ナ
イ
ア
祭
で
行
わ
れ
た
行
列
を
分
析
対
象
と
し
て
、
メ
ト
イ
コ
ス
ら
非
市
民
も
そ
こ
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
に
注
目

し
た
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
彼
女
は
、
祭
祀
が
市
民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
表
象
の
場
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ア
テ
ナ
イ
住
民
統
合
の
場
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

機
能
し
て
お
り
、
メ
ト
イ
コ
ス
が
、
住
民
と
し
て
市
民
と
場
を
共
有
し
、
自
ら
も
自
己
の
力
や
名
誉
を
公
に
し
え
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
同
様
な
見
解
は
、
ベ
イ
ク
ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
期
に
上
演
さ
れ
た
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ヘ
ラ
ク

レ
ス
の
子
供
達
』
や
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
コ
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
に
、
「
外
国
人
が
メ
ト
イ
コ
ス
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
ポ
リ

ス
に
善
行
を
施
す
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
い
う
筋
が
見
ら
れ
る
点
に
注
目
し
た
。
彼
は
、
こ
の
筋
に
は
戦
争
に
お
け
る
メ
ト
イ
コ
ス
の
軍
事
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

役
割
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
観
客
に
そ
の
現
実
を
認
識
さ
せ
て
メ
ト
イ
コ
ス
に
名
誉
を
与
え
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ポ

リ
ス
の
祭
祀
の
場
は
、
そ
う
し
た
作
者
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
公
的
祭
祀
の
場
に
関
す
る
近
年
の
研
究
動
向
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
新
し
い
解
釈
に
は
、
ど
の
程
度
妥
当
性
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
ポ
リ
ス
へ
の
従
属
や
社
会
的
排
除
の
対
象
と
い
う
否
定
的
な
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
ベ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
⑨

ク
ウ
ェ
ル
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
良
き
隣
人
・
函
数
者
と
し
て
の
メ
ト
イ
コ
ス
像
が
他
の
劇
に
も
散
見
さ
れ
る
事
実
は
非
常
に
興
味
深
い
。
例

え
ば
、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
『
リ
ュ
シ
ス
ト
ラ
タ
』
（
前
四
一
一
年
）
に
は
、
「
適
切
な
ポ
リ
ス
構
成
員
を
紡
ぎ
だ
す
た
め
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
等
、

非
市
民
も
市
民
の
中
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
（
》
同
．
婁
．
㎝
刈
斜
1
α
Q
Q
O
．
）
と
い
う
台
詞
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
ポ
リ
ス
を
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共
に
構
成
す
る
存
在
と
し
て
メ
ト
イ
コ
ス
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
公
的
な
祭
祀
の
場
は
、
市

民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
表
象
の
場
と
し
て
市
民
に
独
占
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
マ
ウ
リ
ッ
チ
オ
や
ベ
イ
ク
ウ
ェ
ル
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
住
民

で
あ
る
メ
ト
イ
コ
ス
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
言
え
る
。
要
望
以
外
の
公
的
な
場
に
関
し
て
も
、
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
が
取
り
結
ん
で
い
た
社
会
関
係
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
制
度
的
な
枠
組
み
を
超

え
て
両
者
は
密
接
な
人
間
関
係
を
日
常
的
に
築
い
て
お
り
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
共
同
意
識
は
公
的
な
場
に
も
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
テ
ナ
イ
住
民
と
し
て
市
民
と
密
接
に
結
び
つ
き
を
持
ち
、
ア
テ
ナ
イ
型
の
慣
習
1
ー
ノ
モ
ス
を
共
有
し
て
い
る
状
況
こ
そ
が
、

メ
ト
イ
コ
ス
を
ク
セ
ノ
ス
で
は
な
く
ア
ス
ト
ス
と
し
て
認
識
す
る
素
地
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

古典期アテナイにおける住民概念としてのアストス（篠原）

第
二
節
　
前
五
慢
紀
末
に
お
け
る
価
値
観
の
動
揺

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
関
係
は
古
典
期
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
用
法
が
前
五
世

紀
最
終
四
半
期
の
作
品
に
顕
著
に
現
わ
れ
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
単
な
る
史
料
の
残
存

状
況
の
問
題
と
し
て
は
片
付
け
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
社
会
状
況
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
傾
向
に
は
妥
当
性
が
あ
る
の
で

あ
る
。
前
集
三
一
年
に
勃
発
し
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
、
メ
ト
イ
コ
ス
の
軍
事
・
経
済
的
な
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
い
た

の
だ
が
、
ま
ず
、
こ
の
状
況
が
メ
ト
イ
コ
ス
を
も
対
象
と
す
る
住
民
概
念
と
し
て
の
用
法
の
増
加
の
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

　
さ
ら
に
前
置
世
紀
末
に
は
、
ポ
リ
ス
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
重
大
な
事
件
が
起
こ
る
。

そ
れ
は
、
前
四
一
一
年
と
前
馬
〇
四
年
の
二
度
に
渡
っ
て
起
こ
っ
た
民
主
政
の
転
覆
で
あ
る
。
二
四
＝
年
に
は
、
シ
チ
リ
ア
遠
征
失
敗
後
に

四
百
人
の
上
層
市
民
か
ら
成
る
評
議
会
に
全
権
を
委
任
し
た
四
百
人
寡
頭
政
権
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
民
主
政
は
息
を
吹
き
返
す
が
、

敗
戦
後
の
前
壁
〇
四
年
に
は
、
ス
パ
ル
タ
に
よ
る
監
視
の
下
で
「
三
〇
人
」
政
権
が
成
立
す
る
。
こ
の
寡
頭
政
権
下
で
は
恐
怖
政
治
が
敷
か
れ
、
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民
主
派
の
殺
害
や
裕
福
な
人
々
の
財
産
没
収
等
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
は
メ
ト
イ
コ
ス
だ
け
で
は
な
く
市
民
に
も
及
ん
だ
。
と
り

わ
け
こ
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
末
期
の
社
会
混
乱
が
、
人
々
の
価
値
観
に
動
揺
を
も
た
ら
し
、
政
権
崩
壊
後
に
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
る
価
値
観
の
転

換
を
促
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
の
頃
に
書
か
れ
、
当
時
の
人
々
の
思
考
を
詳
細
に
伝
え
る
リ
ュ
シ
ア
ス
の
弁
論
が
手
掛
か
り
に
な
る
。
ま
ず
、

『
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
告
発
』
の
言
説
に
着
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
前
出
〇
三
年
の
「
三
〇
人
」
政
権
の
倒
壊
後
、
リ
ュ
シ
ア
ス
自
身
が
原
告
と

し
て
、
兄
の
殺
害
に
関
与
し
た
廉
で
、
政
権
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
を
告
発
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
弁
論
で
あ
る
。
こ
の
弁
論

は
、
当
時
、
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
達
政
権
の
メ
ン
バ
ー
が
彼
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
行
っ
た
悪
事
に
言
及
し
、
加
え
て
、
同
じ
行
為
が
市
民
や
ポ

リ
ス
自
体
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
廷
の
場
に
来
て
い
る
政
権
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
内
の
一
人
エ
ラ
ト
ス

テ
ネ
ス
の
無
罪
判
決
を
期
待
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
も
し
諸
君
が
最
大
の
悪
事
の
責
任
者
達
（
政
権
の
メ
ン
バ
ー
）
を
～
度
は
捕
ら
え
て
い
な
が
ら
放
免
す
る
な
ら
、
既
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
更
に

　
今
後
も
、
自
ら
が
望
む
こ
と
は
何
で
も
行
え
る
と
い
う
、
十
分
な
免
責
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
て
彼
ら
は
来
た
の
で
あ
る
。
（
い
冤
。
。
」
N
．
c
。
㎝
．
）

　
こ
こ
で
は
、
自
ら
の
欲
望
に
従
っ
た
「
三
〇
人
」
政
権
に
よ
る
恐
怖
政
治
の
時
代
を
念
頭
に
、
無
罪
判
決
を
下
す
こ
と
で
ポ
リ
ス
の
成
員
に

相
応
し
く
な
い
彼
ら
の
行
為
を
黙
認
す
る
よ
う
な
事
態
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
と
対
照
さ
せ
て
、
リ
ュ
シ
ア
ス
は
ア
テ
ナ
イ
で
の
自
ら
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
我
々
は
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
そ
れ
ら
（
政
権
か
ら
受
け
た
仕
打
ち
）
に
相
応
し
い
存
在
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
合
唱
隊
奉
仕
を
行
い
、
多
額
の
臨
時
財
産
税

　
を
納
め
、
我
々
自
身
秩
序
正
し
く
あ
り
、
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
何
で
も
行
い
、
誰
も
敵
と
し
た
こ
と
も
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
人
多
数
を
敵
の
手
か
ら
解
放
す
る

た
め
に
賠
償
金
も
支
払
い
、
彼
ら
（
政
権
の
メ
ン
バ
ー
）
が
ポ
リ
タ
イ
と
し
て
生
活
し
て
い
る
の
と
は
違
う
や
り
方
で
メ
ト
イ
コ
イ
（
共
住
者
達
）
と
し
て

生
活
を
送
っ
て
い
た
。
（
き
ミ
ト
っ
ρ
　
　
　
鳩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
こ
か
ら
は
、
血
筋
に
お
い
て
市
民
で
あ
る
政
権
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
条
幅
者
と
し
て
ポ
リ
ス
の
や
り
方
（
ノ
モ
ス
）
に
従
っ
て
秩
序
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古典期アテナイにおける柱民概念としてのアストス（篠原）

正
し
く
あ
る
自
分
達
こ
そ
が
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
有
益
で
、
そ
の
成
員
に
相
応
し
い
と
い
う
主
張
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
三
〇
人
」
政
権

時
代
を
想
起
さ
せ
る
中
で
、
市
民
／
非
窮
民
と
い
う
血
筋
に
基
づ
く
区
別
よ
り
は
、
「
秩
序
正
し
い
者
」
な
の
か
「
望
む
こ
と
は
何
で
も
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

者
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
区
別
の
方
が
、
ポ
リ
ス
成
員
の
資
格
の
判
断
に
際
し
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
こ
の
弁
論
の
他
、
市
民
の
依
頼
で
書
か
れ
た
彼
の
弁
論
全
体
（
前
五
世
紀
末
～
前
一
二
八
○
年
代
）
に
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
弁
論
で
は
、
原
告
・
被
審
双
方
に
よ
り
寡
頭
政
時
代
の
記
憶
が
し
ば
し
ば
想
起
さ
れ
、
「
秩
序
正
し
さ
」
「
望
む
こ
と
を
何
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
為
す
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
／
非
市
民
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
「
ポ
リ
ス
成
員
と
は
誰
か
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
の
が
『
ブ
イ
ロ
ン
の
資
格
審
査
に
関
す
る
反
対
弁
論
』
（
前
三
九
八
年
前
後
）
で
あ
る
。
こ
の
弁
論
は
、
フ
ィ
ロ
ン
の

評
議
員
と
し
て
の
資
格
に
異
議
を
唱
え
る
際
に
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
「
三
〇
人
」
政
権
下
で
抵
抗
せ
ず
に
国
外
逃
亡
を
選
択
し
た

こ
と
が
評
議
員
に
不
適
当
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
話
者
は
、
こ
の
フ
ィ
ロ
ン
の
行
動
を
踏
ま
え
て
、
市
罠
の
資
質
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
我
々
に
関
し
て
正
し
く
決
議
で
き
る
の
は
、
ポ
リ
タ
イ
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
を
心
掛
け
る
者
の
他
に
は
い
な
い
。
〈
中
略
〉
生
ま
れ
の
点
で
ポ
リ

　
タ
イ
な
が
ら
、
ど
の
土
地
で
あ
れ
、
生
活
に
必
要
な
物
が
あ
る
所
が
自
分
の
祖
国
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
従
う
者
は
、
ポ
リ
ス
で
は
な
く
財
を
祖
国
と
考
え
、

　
ポ
リ
ス
の
公
共
善
を
自
分
の
個
人
的
な
利
の
た
め
に
切
り
捨
て
る
こ
と
は
明
確
だ
。
（
ド
冤
ω
．
。
。
一
中
①
．
）

　
こ
こ
か
ら
は
、
フ
ィ
ロ
ン
の
よ
う
に
生
ま
れ
が
ポ
リ
テ
ス
で
あ
っ
て
も
、
個
の
利
益
を
優
先
す
る
者
は
そ
れ
に
は
不
適
格
と
見
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
血
筋
で
は
な
く
ポ
リ
ス
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
こ
そ
が
成
員
の
資
質
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
と
類
似
す
る
言
説
は
他
の
弁
論
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
資
格
審
査
を
受
け
る
マ
ン
テ
ィ
テ
オ
ス
の
弁
明
』
（
前
一
二
九
四
～
三
八
八
年
の

間
）
は
、
「
三
〇
人
」
政
権
下
で
の
騎
兵
隊
登
録
が
政
権
加
担
の
根
拠
と
さ
れ
、
役
職
へ
の
就
任
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
価
値
観
は
、
「
三
〇
人
」
政
権
の
時
代
と
の
関
連
性
が
な
い
場
合
に
も
、
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
成
員
の
資
質
を
問
う
際
に
適

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
穀
物
商
人
告
発
』
（
前
一
二
八
六
年
）
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
弁
論
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
ノ
モ
ス
に
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反
し
て
穀
物
の
不
正
取
引
を
行
っ
た
商
人
（
メ
ト
イ
コ
ス
）
を
訴
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
話
者
で
あ
る
評
議
員
の
一
市
民
は
、
先
に
挙
げ

た
り
ュ
シ
ア
ス
自
身
の
弁
論
と
同
じ
レ
ト
リ
ッ
ク
を
使
い
、
判
決
の
結
果
は
住
民
共
通
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
次
第
で
住
民
は
、
ポ
リ
ス
の
成

員
と
し
て
「
秩
序
正
し
い
者
」
と
「
望
む
こ
と
は
何
で
も
行
う
者
」
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
な
ろ
う
（
ξ
。
・
』
的
．
一
り
．
）
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
リ
ュ
シ
ア
ス
の
弁
論
を
手
掛
か
り
に
、
寡
頭
政
権
崩
壊
後
の
ア
テ
ナ
イ
住
民
の
価
値
観
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら

か
に
な
る
の
は
、
当
時
、
「
三
〇
人
」
政
権
の
記
憶
に
基
づ
き
、
市
民
／
非
市
民
と
い
う
区
別
で
は
な
く
、
ポ
リ
ス
の
ノ
モ
ス
に
従
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
ポ
リ
ス
成
員
の
資
質
が
判
断
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
る
こ
の
価
値
観
の
転
換
は
、
政
権
下
で
「
自
ら
望
む
こ

と
を
何
で
も
為
し
た
」
市
民
の
存
在
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
市
民
間
の
問
題
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
ア
テ

ナ
イ
に
定
住
す
る
メ
ト
イ
コ
ス
も
ま
た
、
時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
価
値
観
の
転
換
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

同
時
代
史
料
を
紐
解
く
な
ら
ば
、
政
権
の
メ
ン
バ
ー
や
フ
ィ
ロ
ン
の
よ
う
な
自
己
利
益
を
優
先
さ
せ
る
市
民
と
は
対
照
的
に
、
リ
ュ
シ
ア
ス
の

よ
う
に
ポ
リ
ス
に
貢
献
し
、
政
権
打
倒
に
協
力
的
な
非
市
民
が
多
数
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
実
際
に
、
民
主
政
復
興
に
貢
献
し
た
者
達
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

顕
彰
し
た
ト
ラ
シ
ュ
プ
ロ
ス
の
決
議
（
野
望
〇
一
／
○
年
）
を
記
し
た
碑
文
で
は
、
多
数
の
外
国
人
が
顕
彰
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
非

市
民
の
存
在
に
こ
そ
、
市
民
／
非
市
民
と
い
う
二
項
対
立
を
超
え
た
、
新
し
い
価
値
観
成
立
の
背
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
前
五
世
紀
來
期
の
社
会
混
乱
に
よ
り
、
非
市
民
を
巻
き
込
む
形
で
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
る
価
値
観
の
転
換
が
図
ら
れ
、
ポ
リ

ス
の
ノ
モ
ス
に
従
う
者
こ
そ
が
成
員
と
し
て
相
応
し
い
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
背
景
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
、
メ
ト
イ
コ
ス
を
「
ア
テ
ナ
イ
の
ノ
モ
ス
を
共
有
す
る
者
」
1
ー
ア
ス
ト
ス
と
す
る
認
識
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

①
例
え
ば
叢
二
手
。
≦
首
・
鍵
α
濠
a
9
｛
昌
昌
・
9
澄
卜
。
鵠
幽
a
で
は
、
メ
ト
イ
コ

　
ス
は
市
民
と
同
様
に
デ
モ
ス
・
フ
ユ
レ
（
部
族
）
に
登
録
さ
れ
、
準
市
民
と
し
て

能
動
的
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

②
ρ
℃
鋒
Φ
H
ω
。
p
↓
冨
踏
。
畳
口
一
芽
。
｛
≧
冨
鼠
下
智
。
。
段
Φ
”
日
並
ζ
象
。
ぎ

　
0
8
許
帥
『
卜
織
き
隣
ミ
き
織
ミ
防
鳳
ミ
ミ
§
O
貯
鴇
馬
ミ
N
醇
ミ
§
勲
く
．
類
β
韓
戸
畑
匹
9

国
匹
ヨ
8
静
8
（
Φ
傷
G
。
．
ア
○
臥
。
噌
F
b
o
O
O
ρ
一
〇
一
は
、
た
と
え
私
訴
で
原
告
・
被
告

と
し
て
市
民
と
同
等
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
司
法
に
お
け
る
勝
利
に

重
要
な
血
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
な
い
メ
ト
イ
コ
ス
に
と
っ
て
、
司
法

面
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
指
摘
す
る
。

③
各
々
、
U
Φ
彰
留
・
醤
ム
。
。
と
ξ
ω
．
憲
㌣
卜
。
㊤
を
参
照
。
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古典期アテナイにおける佳民概念としてのアストス（篠原）

④
ぴ
《
ω
」
卜
。
μ
野
ま
た
講
仲
間
を
通
じ
て
、
兄
の
消
息
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や

　
逃
亡
の
た
め
の
船
の
準
備
、
兄
の
葬
儀
の
手
助
け
等
、
様
々
な
援
助
を
得
て
い
た

　
こ
と
が
弁
論
の
前
半
か
ら
窺
わ
れ
る
。

⑤
》
鼠
。
。
」
い
9
彼
以
外
に
も
、
プ
リ
ュ
テ
ィ
オ
ン
等
、
計
六
人
の
メ
ト
イ
コ

　
ス
と
見
ら
れ
る
人
物
が
結
社
で
市
民
と
密
接
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
よ
う
で
あ

　
る
（
栗
原
麻
子
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ア
と
共
同
体
－
法
廷
弁

　
論
に
み
る
親
族
・
ヘ
タ
イ
レ
イ
ア
・
国
家
」
〔
学
位
講
求
論
文
、
京
都
大
学
、
一

　
九
九
七
年
。
〕
×
×
ぞ
蓑
×
三
一
）
。
な
お
宗
教
結
社
に
お
け
る
市
民
と
非
市
民
の
関
係

　
に
つ
い
て
は
、
H
．
〉
ヨ
o
o
三
〇
σ
q
δ
戸
じ
d
‘
。
馨
①
㊦
⇒
昏
註
§
き
日
建
§
、
ピ
Φ
σ
q
鋤
一
き
傷

　
ω
0
9
巴
U
一
導
⑦
器
δ
霧
。
｛
幻
Φ
一
お
δ
窃
〉
ω
ω
o
o
鉱
瓢
。
諺
冒
〉
⇒
o
δ
葺
》
些
Φ
屋
」
『

　
き
恥
ミ
象
」
肉
鴇
亀
隔
§
9
昏
謎
G
o
、
ミ
雨
落
ミ
ミ
O
o
ミ
ミ
ミ
職
電
§
O
N
毯
鴇
ら
ミ
郎
＄
ミ
露

　
、
O
ミ
、
蔓
℃
■
鼠
鷹
①
斤
昌
昌
餌
ω
’
＜
o
昌
殉
Φ
仙
①
嵩
（
㊦
畠
ω
■
）
甲
○
僧
事
ぴ
ユ
匹
α
q
ρ
一
り
⑩
o
Q
》

　
①
。
。
－
。
。
c
。
を
参
照
。
ま
た
幻
■
0
9
。
ヨ
ρ
b
§
8
、
§
馬
b
跨
8
竃
遷
駄
O
ミ
逐
ミ

　
》
ミ
q
斜
O
餌
ヨ
耳
賦
σ
q
ρ
H
り
。
。
㎝
の
導
入
部
に
も
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
相
互
扶

　
助
関
係
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
事
例
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

⑥
≦
耳
Φ
冨
下
り
§
9
計
。
。
①
－
。
。
。
。
「
実
際
に
行
列
に
お
け
る
メ
ト
イ
コ
ス
の
役
割

　
が
否
定
的
に
杷
握
さ
れ
た
こ
と
が
、
ア
テ
ナ
イ
人
の
傲
慢
さ
を
描
く
後
代
の
史
料

　
（
》
Φ
一
■
　
韻
①
．
一
マ
）
か
ら
窺
え
る
。
な
お
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
片
山
洋
子

　
「
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア
の
社
会
的
意
味
ー
メ
ト
イ
コ
イ
の
関
与
の
点
か
ら
」
『
西

　
洋
古
典
学
研
究
隔
一
八
号
、
一
九
七
〇
年
、
四
〇
一
五
一
頁
も
参
照
。

⑦
じ
竃
営
「
臨
p
↓
冨
評
冨
普
Φ
。
鋤
。
筆
。
8
ω
ω
δ
『
≧
冨
昌
。
・
、
評
a
。
6
幾
。
q

　
U
Φ
ヨ
o
o
む
。
《
o
昌
U
δ
冨
Q
団
四
ぎ
一
b
鴨
ミ
8
ミ
§
塗
篭
S
執
ミ
蹟
謡
蹴
』
ぎ
》
、
厨
爵
§
か
－

　
G
§
ミ
壱
》
ミ
§
ひ
U
’
切
。
Φ
匹
Φ
ぽ
「
磐
恥
顕
〉
’
幻
器
自
窪
げ
（
Φ
匹
ω
．
ア
O
帥
ヨ
年
箆
σ
q
P

　
ω
O
甲
○
。
O
P
O
。
一
ω
－
○
。
一
〇
．
同
じ
こ
と
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
が
公
共
奉
仕
を
行
っ
て
い

　
た
都
市
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
祭
や
ベ
ン
デ
ィ
デ
イ
ア
祭
等
の
国
家
祭
肥
に
つ
い
て
も

　
言
え
る
。
ト
ラ
キ
ア
曳
網
ト
イ
コ
ス
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
べ
ン
デ
イ
デ
イ
ア
祭

　
に
つ
い
て
は
、
桜
井
万
里
子
「
ベ
ン
デ
ィ
デ
ィ
ア
祭
創
設
の
社
会
的
意
義
」
『
古

　
代
ギ
リ
シ
ア
社
会
史
研
究
⊥
示
教
・
女
性
・
他
者
輪
岩
波
書
店
、
　
九
九
六
年
、

　
三
三
五
～
三
六
八
頁
を
参
照
。

⑧
　
O
．
ゆ
舞
⑦
ぞ
⑦
芦
国
暮
8
ω
搾
蝕
℃
o
『
帥
ω
o
梓
①
嘗
。
ω
＼
竃
露
。
時
。
ω
”
ζ
①
民
8
堕

　
日
鑓
α
Q
㊦
篇
ざ
ゆ
民
Ω
丘
。
匡
①
〇
一
〇
σ
q
ざ
砂
N
§
ミ
O
N
竈
鴇
ミ
一
〇
甲
一
Φ
Φ
O
．
な
お
メ
ト
イ

　
コ
ス
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
は
、
8
ぎ
。
』
．
目
ω
▼
G
。
一
を
参
照
。

⑨
Φ
×
’
蘭
質
’
砺
§
・
o
。
○
。
o
。
ゐ
O
ρ
〉
「
．
き
旨
止
り
ト
⊃
－
卜
⊃
り
。
◎
■
こ
れ
に
対
し
、
≦
証
竃
プ
窪
9

　
魯
．
q
早
計
。
。
メ
㎝
○
。
は
、
と
り
わ
け
、
ベ
イ
ク
ウ
ェ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
な
悲
劇
の

　
メ
ト
イ
コ
ス
像
に
つ
い
て
、
模
範
的
な
メ
ト
イ
コ
ス
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
（
「
メ

　
ト
イ
コ
ス
ー
ー
ポ
リ
ス
に
奉
仕
す
べ
き
従
属
的
存
在
」
）
の
提
示
に
過
ぎ
な
い
と
い

　
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
に
よ

　
る
社
会
関
係
の
実
態
に
対
し
て
余
り
に
も
配
慮
を
欠
い
て
い
る
と
雷
え
よ
う
。

⑩
な
お
デ
モ
ス
の
レ
ベ
ル
で
の
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
共
同
関
係
に
関
し
て
は
、

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
研
究
（
累
．
男
こ
。
器
。
。
▼
帰
隷
》
毯
0
9
亀
翫
§
恥
駄
O
N
象
砺
融
ミ
出
暮
§
ひ

　
O
×
｛
o
H
9
目
④
⑩
Q
。
”
α
一
－
一
α
O
・
）
が
興
味
深
い
。
彼
は
、
デ
モ
ス
碑
文
の
調
査
の
結

　
果
、
政
治
的
な
権
利
を
有
す
る
デ
モ
ス
の
成
員
達
（
デ
モ
タ
イ
）
が
そ
の
本
質
的

　
成
員
で
あ
る
制
度
的
デ
モ
ス
の
他
に
、
メ
ト
イ
コ
ス
等
、
非
市
民
を
含
む
広
範
囲

　
の
住
民
達
（
オ
イ
ク
ン
テ
ス
）
を
も
対
象
と
す
る
領
域
的
デ
モ
ス
が
存
在
し
て
い

　
た
と
し
て
い
る
。

⑪
。
｛
．
O
■
ω
鉢
Φ
写
声
ξ
ω
奮
一
曲
餌
滋
ξ
ω
誤
ω
げ
ζ
注
8
p
騨
畠
〉
降
Φ
巳
磐

　
Ω
斤
貯
O
器
プ
首
冒
3
Φ
〉
｛
8
賊
ヨ
餌
爵
O
｛
昏
Φ
↓
江
詐
ざ
Q
沁
寵
鳳
《
ρ
6
Φ
P
ト
っ
呼
な

　
お
こ
の
二
つ
の
対
句
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
即
ω
＄
σ
q
①
漂
目
誘
雷
。
・
鋤
α
q
鐵
p
ω
［

　
O
。
ヨ
山
＄
一
負
§
§
貯
回
？
鳴
し
㊤
①
◎
一
謬
も
参
照
。

⑫
寡
頭
政
権
時
代
の
記
憶
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
弁
論
以
外
で
は
、
ξ
ω
』
”

　
伊
甲
一
鯉
属
篇
。
。
b
や
ト
。
◎
N
。
。
ゐ
ρ
○
。
禽
等
の
弁
論
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
秩
序

　
正
し
さ
」
と
い
う
形
容
は
、
ピ
遂
高
b
メ
ω
．
介
ρ
醤
　
竃
．
一
ト
⊃
レ
ω
b
N
邸
P
膳
ご

　
δ
渦
○
。
L
¢
る
9
ω
等
に
、
「
望
む
こ
と
を
何
で
も
為
す
」
と
い
う
表
現
は
U
誘
■

　
ω
．
黛
蒔
』
ω
　
①
’
ら
。
b
o
一
志
N
二
〇
・
Q
。
仏
㎝
．
ω
　
卜
⊃
ピ
メ
邸
P
♪
黛
鱒
㎝
・
ω
館
ω
O
．
ω
0
等
に
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登
場
す
る
。

⑬
勺
．
旨
孝
。
山
冠
p
巳
多
○
。
・
げ
。
国
庫
Φ
（
巴
ω
．
）
w
♀
§
勢
§
凡
ミ
N
ぎ
婁
賞
§
防

　
ヘ
ミ
ー
。
。
瞭
。
。
し
d
9
0
臥
o
H
負
沁
0
8
b
o
．
餅
リ
ュ
シ
ア
ス
自
身
、
亡
命
先
か
ら
民
主

　
派
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
が
、
『
ヒ
ッ
ポ
テ
ル
セ
ス
に
答
え
て
』
（
ピ
《
ω
門
門
．
一
刈
？

お
　
わ
　
り
　
に

O
O
日
る
O
O
刈
．
）
に
尋
謹
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
リ
ュ
シ
ア
ス
『
ア
ゴ
ラ
ト
ス
告
発
臨

（
前
三
九
九
年
置
に
登
場
す
る
ア
ゴ
ラ
ト
ス
（
メ
ト
イ
コ
ス
）
も
、
原
告
側
の
主

観
を
排
す
る
な
ら
ば
、
寡
頭
角
に
抵
抗
す
る
民
主
派
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
前
四
世
紀
初
頭
ま
で
に
絞
っ
て
ア
ス
ト
ス
の
用
例
を
網
羅
的
に
分
析
し
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
た
社
会
・
時
代
背
景
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ア
テ
ナ
イ
に
と
っ
て
、
市
民
権
法
に
見
ら
れ
る
市
民
団
の
閉
鎖
性
は
相
対
的
な
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
可
能

性
が
示
さ
れ
た
。
む
し
ろ
ポ
リ
ス
の
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
、
血
筋
と
ノ
モ
ス
は
競
合
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
確
か
に
血
縁
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
は
存
在
し
、
そ
の
閉
鎖
的
な
含
意
は
ア
テ
ナ
イ
帝
国
を
背
景
に
確
立
し
た
市
民
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
合
致

し
て
お
り
、
国
威
発
揚
を
目
的
と
す
る
場
等
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
一
方
で
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
存
在
が
示
す

よ
う
に
、
ノ
モ
ス
を
基
準
に
し
て
、
市
民
に
限
ら
ず
、
非
市
民
、
特
に
メ
ト
イ
コ
ス
を
内
輪
の
者
と
す
る
認
識
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

認
識
は
、
日
常
で
の
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
密
接
な
共
同
関
係
を
素
地
と
し
つ
つ
も
、
前
五
世
紀
も
末
に
な
る
に
つ
れ
て
明
確
に
意
識
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
や
、
戦
争
末
期
の
内
乱
に
よ
る
そ
の
存
在
意
義
の
増
大
が
大
き
な
転
機
と
な
っ
て
、
メ
ト
イ

コ
ス
を
ア
ス
ト
ス
と
す
る
認
識
が
助
長
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ポ
リ
ス
に
関
す
る
言
説
を
網
羅
的
に
検
討
し
て
実
証
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
の
、
第
四
章
二
節
で
リ
ュ
シ
ア
ス
の
弁
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
ポ
リ
ス
の
秩
序
を
め
ぐ
っ
て
血
縁
に
疑
問

が
呈
さ
れ
、
む
し
ろ
ノ
モ
ス
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
住
民
概
念
と
し
て
の
ア
ス
ト
ス
の
強
調
は
、
ポ
リ
ス
を
め
ぐ
る

こ
の
新
し
い
価
値
観
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
リ
ス
・
ア
テ
ナ
イ
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
可
変
性
に
富
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
ア
テ
ナ
イ
は
、

二
五
世
紀
末
を
転
換
点
と
し
て
、
血
の
繋
が
り
を
核
と
す
る
「
血
縁
共
同
体
」
か
ら
法
・
慣
醤
の
共
有
に
重
点
を
置
く
「
ノ
モ
ス
共
同
体
」
へ
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古典期アテナイにおける住民概念としてのアストス（篠原）

と
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
国
家
の
一
形
態
と
し
て
の
ポ
リ
ス
の
問
題
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
、
ポ
リ
ス
は
閉
鎖
性
を

不
変
的
性
格
と
せ
ず
に
、
時
代
状
況
に
応
じ
て
そ
の
中
核
と
な
る
性
格
を
変
質
さ
せ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　
さ
て
民
主
政
復
活
後
の
前
四
〇
三
／
二
に
、
ア
リ
ス
ト
フ
ォ
ン
の
動
議
に
よ
り
ペ
リ
ク
レ
ス
の
市
民
権
法
は
再
決
議
さ
れ
、
制
度
的
に
は
市

民
団
の
閉
鎖
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
面
世
紀
末
を
転
換
点
と
す
る
変
化
は
一
時
的
な
も
の
と
な
ら
ず
に
、
前
四
世

紀
に
も
持
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
ス
ト
ス
の
用
例
を
大
ま
か
に
確
認
す
る
だ
け
で
も
、
前
四
世
紀
を
中
心
に
活
躍
し
た
プ
ラ

ト
ン
達
の
著
作
中
（
①
×
■
℃
一
．
卜
§
．
。
。
①
①
p
。
。
8
負
り
爵
僧
×
①
戸
§
島
■
邸
・
）
に
、
ノ
モ
ス
を
重
視
す
る
概
念
と
し
て
ア
ス
ト
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る

事
例
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
持
続
に
つ
い
て
は
、
前
四
世
紀
の
メ
ト
イ
コ
ス
と
市
民
の
社
会
関
係
の
実
態
や
、
そ
れ
以
前

の
時
代
に
比
べ
て
豊
富
に
残
存
す
る
史
料
に
現
れ
る
ポ
リ
ス
関
連
の
言
説
の
網
羅
的
な
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
具
体
的
な
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
稿
で
提
示
し
た
五
五
世
紀
末
を
転
換
点
と
す
る
ア
テ
ナ
イ
の
ポ
リ
ス
と
し
て
の
性
格
の
変
容
一
1
「
血

縁
共
同
体
」
か
ら
「
ノ
モ
ス
共
同
体
」
へ
I
i
は
持
続
的
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
ろ
う
。
本
稿
は
、
転
換
点
と
し
て
の
前
四

世
紀
初
頭
ま
で
を
考
察
の
対
象
と
し
た
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
考
察
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
課
題
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

33　（829）



A　Reconsideration　of　Astos，　the　Concept　of　Resident　in

　　　Classical　Athens，　and　the　Exclusivity　of　the　Polis

by

SHINOHARA　Michinori

　　This　paper　aims　to　reconsider　the　classical　view　on　Athens　as　polis　through　an

analysis　of　the　concept　astos．

　　Many　scholars　think　classical　Athens　maintained　exclusivity　of　citizenship　based

on　ldinship　on　the　basis　of　the　citizenship　law　of　Pericles　that　stipulated，　“Polites

（citizen）　should　be　limited　to　those　born　of　two　astos，”　in　451／0　BC．　According　to

this　general　view，　astos　is　a　concept　of　blood　re｝ationship　and　thus　the　law　1imited

citizenship　to　Athenians．　There　is　no　room　for　doubt　about　the　traditional　inter－

pretation　of　the　citizenship　law　and　astos　in　the　context　of　tke　Athenian　empire　in

the　mid－ffth　century．　Nevertheless，　it　would　be　ndl”ve　to　generaize　about　the

character　of　Athens　as　po五s　on　the　basis　of　this正aw　alone，　f6r　ac£ua正personal　re－

lationships　and　politics　existed　outside　the　law．　We　need　to　reconsider　the　exclu－

sivity　of　Athens　from　the　perspective　of　these　relationships．　For　such　a　considera－

tion，　the　term　astos　that　appears　in　the　passage　of　the　citizenship　law　is　a　1〈ey　con－

cept．　Considering　that　the　word　etymologically，　we　see　that　it　meant　a　“resident

of　the　asty　（central　city），”　and　thus　the　concept　of　astos　probably　encompassed

certain　residents　of　the　polis，　inclu（ting　metics　（foreign　yesidents）．　Therefere，　we

have　to　recognize　the　possibikty　that　there　were　diverse　usages　of　the　term　astos

among　people　and　that　mea血g　may　have　changed　over　time，　apart　from　an　inter－

pretation　of　the　citizenship　law．

　　According　to　an　afialysis　of　the　vaiious　usages　of　the　term　astos　in　Athens，　the

geRerations　that　foilowed　Aeschylus，　e．g．　those　of　Sophocles，　AristophaRes　and

Thucydides　who　were　active　in　the　latter　haif　of　the　fifth－century，　often　used　astos

in　a　manner　that　can　be　understood　to　include　metics，　although　astos　as　the　con－

cept　of　blood　relationship　also　appears　frequently．　Aristophanes，　for　example，　re－

gards　metics　as　“petty　astos”　in　Acharnians　507－8．　WheR　Athenian　inhabitants　used

astos　as　the　concept　of　resident，　cri£erton　for　their　judgment　was　a　shared　nomos

（custom　or　law），　as　in　Herodotus’　folkiore．　His　identdication　of　groups　was　based

on　nomos，　whose　extent　was　broader　than　the　bonds　on　kinship．　Moreover，　judg－

ing　from　the　tendency　in　Athens，　the　usage　of　astos　in　the　last　quarter　of　the　fifth
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century　suggests　the　concept　of　resident　predon血lated　over　that　of　blood　relaUon－

ship，　despite　what　the　condition　of　remai血g　documents　seems　to　re且ect．

　　We　can　suppose　two　reasons　for　rise　of　the　usage　of　tzstos　as　the　concept　of

resident．　Socially，　citizens　and　metics　established　close　relationships　privately　and

publicly　in　daky　ffe．　They，　for　example，　participated　privately　in　the　same　asso－

ciations　for　the　purpose　of　mutual　aid．　Furthermore　there　were　common　honors

awarded　them，　when　they　perforrned　public　service　in　rituals　of　the　polis．　Both

sides　could　identifY　themselves　as　Athenian　residents，　especiaily　when　the　shared

nature　of　the　Athenian　nomos　was　emphasized．　Historically，　we　rnight　be　able　to

suppose　two　conditions　for　the　frequency　of　this　sense　of　astos　in　the　last　quarter

of　the　f蝕century　BC．　First，　metics沁creasjpgly　p至ayed　an　ii皿portant　part血eco－

nomic　and　m鐙tary　af敏s，　du血g　the　Peloponnesian　War（431－404　BC）．　Second，

civic　values　were　in　period　of　unrest　at　the　end　of　the　fifth　century　BC．　When　tide

of　war　was　go｛ng　against　Athens，　supporters　of　the　oHgarchy　ove血ew　the　democ－

racy　on　two　occasions，血411　and　404　BC．　A亡he函ans　were　fbrced　to　recons重der

“who　is　the　member　of　the　polis”　particularly　in　the　light　of　the　second　oligarchy，

“The　Thirty，”　because　its　members　had　behaved　highhandedly　and　acted　wantonly

against　their　feEowmen，　while　metics　cooperated　with　citizens　in　resistance　to　The

Thirty．　ln　the　orations　of　Lysias　after　the　revival　of　democracy　in　403　BC，　recog－

nition　of　membership　in，　the　polis　is　often　based　on　whether　one　is　seen　as

“obeying　the　Athenian　nomos”　or　“doir｝g　as　one　pleased．”　When　Athenians　judged

who　was　a　member　of　the　polis，　they　did　so　on　the　basis　of　share　of　nomos　ratl｝er

than　emphasizing　the　distinction　based　on　kinship　between　citizen　and　non－citizen．

　　In　conclusion，　the　exclusivity　of　membership　in　the　potis　based　on　kinship　was

Iess　absolute　in　classical　Athens　than　maRy　scholars　today　suppose．　Kinship　and

nomos　competed　as　the　basis　of　the　Athenian　polis，　and　their　relative　weight　de－

pended　on　the　historical　circumstances．　Accorctingly，　historical　trends　in　the　usage

of　the　term　astos　as　presented　in　this　paper　demonstrate　that　AtheRs　shifted　from

a　“kinship－community，”　which　was　based　on　shared　blood，　to　a　“nomos－

community，”　which　was　based　on　shared　customs，　toward　the　fourth　century　BC．
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